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は

じ

め

に

本
書
は
、
島
根
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
五
十
九
年
度
に
実
施
し
た

「
石
見
銀
山
関
係
資
料
調
査
」

同
六
十
年
度
に
実
施
し
た

「
石
見
銀
山
関
連
遺
跡
分
布
調
査
」
の
両
報
告
書
の
一
部
を
転
載
し
た
も

の
で
す
。
本
協
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
四
ケ
年
計
画
で
島
根
県
教
育
委
員
会
よ
り
委
託
を
受

け
て

「
石
見
銀
山
遺
跡
総
合
整
備
計
画
策
定
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
調
査
は

計
画
策
定
と
密
接
に
関
わ
り
合
う
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
で
は
こ
れ
ま
で
の
銀
山
史

研
究
に
は
な
か

っ
た
新
し
い
知
見
も
加
わ
り
、
い
ま
石
見
銀
山
は
新
た
に
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
本
書
は
、
こ
の
二
つ
の
調
査
成
果
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要
を

一
冊
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
島
根
県
教
育
委
員
会
の
了
解
を
得
て
、
こ
こ
に
刊
行
す
る
も
の
で
す
。
本

書
が

「
石
見
銀
山
」
を
理
解
す
る

一
助
に
な
れ
ば
幸
で
す
。

昭
和
六
十

一
年
二
月

島
根
県
文
化
財
愛
護
協
会
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１
．

石
見
銀
山
に
つ
い
て

石
見
銀
山

（大
森
銀
山
）
は
日
本
で
銀
の
産
出
が

急
速
に
進
ん
だ
十
六
世
紀
に
お
い
て
最
初
に
開
発
さ

れ
た
銀
山
で
あ
り
、
銀
精
錬
の
新
技
術
を
導
入
し
、

専
門
の
鉱
山
業
者
を
出
現
さ
せ
る
な
ど
、
江
戸
時
代

初
期
に
最
盛
期
を
迎
え
た
日
本
の
貴
金
属
鉱
山
の
先

駆
的
役
割
を
果
た
し
た
鉱
山
で
あ
る
。
石
見
銀
山
の

開
発
は
伝
説
上
は
鎌
倉
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、

ほ
ぼ
確
実
に
は
大
永
六
年

（
一
五
二
六
）
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
年
博
多
の
貿
易
商
人
神
谷
寿
禎
が
大
森

に
い
た
っ
て
自
然
銀
塊
を
発
見
し
、
銅
鉱
の
取
引
き

の
あ
っ
た
出
雲
鷺
浦
の
銅
山
師
三
島
清
左
衛
門
に
開

発
の
協
力
を
求
め
、
本
格
的
な
開
発
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
こ
の
地
域
は
戦
国
大
名
大
内
氏
（義
興
）

の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
じ
大
内
氏
の
支
配

す
る
博
多
の
商
人
が
銀
山
の
開
発
を
行
な
っ
た
の
は

偶
然
で
は
な
く
、
銀
山
の
開
発
が
戦
国
大
名
大
内
氏

の
富
国
強
兵
策
の

一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

大
内
氏
は
十
四
世
紀
末
よ
り
朝
鮮
と
交
渉
を
持
ち
、

十
五
世
紀
な
か
ば
か
ら
は
対
鮮
貿
易
が
増
大
す
る
と

と
も
に
対
明
貿
易
も
ほ
と
ん
ど
独
占
的
に
行
な
う
に

い
た
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
が
背
景
と
な
っ
て
、
中

国

・
朝
鮮
で
行
な
わ
れ
て
い
た
銀
の
灰
吹
法
が
い
ち

は
や
く
石
見
銀
山
に
導
入
さ
れ
、
産
銀
高
は
激
増
し

た
。
石
見
銀
山
に
お
け
る
こ
の
灰
吹
法
に
よ
る
銀
精

錬
の
成
功
は
、
わ
が
国
貴
金
属
鉱
業
史
上
画
期
的
な

出
来
事
と
い
わ
れ
る
。

銀
山
開
発
後
三
十
数
年
に
わ
た
っ
て
、
大
内

・
尼

子

・
毛
利
氏
ら
の
め
ま
ぐ
る
し
い
銀
山
争
奪
戦
が
展

開
さ
れ
、
や
が
て
豊
臣
政
権
、
つ
い
で
徳
川
政
権
の

管
轄
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
関
ケ
原
合
戦
後
、
銀

山
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
適
摩

・
邑
智

。
安
濃
三
郡
の

う
ち
で
三
Ｐ
四
万
石
が
幕
領
と
さ
れ
、
慶

長

六
年

（
一
六
〇

一
）
大
久
保
石
見
守
長
安
が
奉
行
と
な
っ

て
下
向
し
、
大
森
に
陣
屋

（
の
ち
に
代
官
所
）
を
構

え
て
銀
山
の
経
営
と
幕
領
の
支
配
に
あ
た
っ
た
。
長

安
は
甲
州
に
生
ま
れ
て
武
田
信
玄
に
仕
え
、
の
ち
徳

川
家
康
に
認
め
ら
れ
、
金
銀
山
の
開
発
に
功
績
の
あ

っ
た
人
物
で
、
石
見
銀
山
の
奉
行
に
つ
い
で
慶
長
八

年
に
は
佐
渡
金
銀
山
奉
行
、
同
十

一
年
に
は
伊
豆
銀

山
奉
行
を
兼
ね
て
い
る
。
彼
は
従
来
の
甲
州
流
採
鉱

法
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
が
伝
え
た
南
蛮
流
鉱
業
法

と
を
活
用
し
た
大
規
模
採
鉱
法
を
採
用
し
て
鉱
山
技

術
に
新
機
軸
を
開
い
た
。
そ
の
た
め
そ
れ
ま
で
年
間

数
百
貫
に
過
ぎ
な
か
っ
た
石
見
銀
山
の
銀
産
出
高
は
、

た
ち
ま
ち
年
間
二
、
六
〇
〇
貫
の
運
上
を
出
す
に
い

た
っ
た
。
近
世
鉱
山
は
幕
府
直
営
を
原
則
と
し
た
が
、

産
出
量
の
少
な
い
山
は
個
人
経
営
に
ま
か
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
幕
府
直
営
の
山
を
御
直
山
と
い
い
、

山
師
個
人
が
所
持

。
経
営
す
る
山
を
自
分
山
と
呼
ん

だ
が
、
石
見
銀
山
で
は
効
率
の
よ
い
山
も
合
め
て
自

分
山
が
多
か
っ
た
。
上
納
さ
れ
た
運
上
銀
は
月
づ
き



代
官
所
の
御
銀
蔵

へ
納
め
ら
れ
、　
一
カ
年
分
を
ま
と

め
て
十
月
下
旬
に
荷
造
り
し
、
陸
路
赤
名
峠
を
越
え

て
二
次
か
ら
尾
道

へ
出
、
そ
れ
よ
り
海
路
大
坂
の
御

銀
蔵

へ
連
ば
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
銀
山
坑
内

の
留
木
や
精
錬
の
燃
料
と
し
て
多
量
の
木
材
と
薪
炭

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
幕
府
は
銀
山
周
辺
に
直

営
の
御
林
を
確
保
し
た
ほ
か
、
運
摩

・
邑
智

。
安
濃

三
郡
の
中
に
銀
山
囲
村
二
十
二
カ
所
を
設
け
、
そ
の

う
ち
六
カ
村
を
特
に
炭
方
六
カ
村
と
し
て
指
定
し
て

い
た
。

慶
長
年
間
を
最
盛
期
と
し
た
石
見
銀
山
の
盛
況
は
、

寛
永
朗

（
一
六
三
〇
年
ご
ろ
）
を
境
に
急
速
に
衰
退

し
、
幾
度
か
の
再
起
の
試
み
の
か
い
も
な
く
、
往
時

の
繁
栄
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
全
盛

期
に
数
万
を
数
え
た
と
推
定
さ
れ
る
人
日
も
、
延
宝

四
年
に
は
す
で
に
家
数
三

一
七
軒
、
人
口
一
、
五
六

四
人
に
激
減
し
て
お
り
、
以
後
人
口
は
停
滞
し
た
。

産
銀
高
も
大
幅
に
減
り
、
元
禄
期
に
す
で
に
年
間
平

均
三
〇
〇
―
四
〇
〇
貫
程
度
、
幕
末
天
保
期
以
降
は

年
間

一
〇
〇
貫
に
満
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

近
代
に
な
っ
て
大
阪
藤
田
組
が
経
営
に
の
り
だ
し
、

ベ
ル
ト
ン
式
水
車
を
使
用
し
、
や
が
て
電
力
を
利
用

す
る
な
ど
し
て
極
力
開
発
に
努
め
、
銀
に
代
わ
っ
て

相
当
量
の
銅
を
産
出
し
た
が
、
大
正
三
年
全

九
一
〓
ラ

に
は
休
山
し
て
し
ま

っ
た
。
残
さ
れ
た
坑
回
跡

・
代

官
所
跡

。
墓
地

・
城
跡
な
ど
を
中
心
に
、
昭
和
四
十
四

年

（
一
八
六
九
）

「石
見
銀
山
遺
跡
」
と
し
て
国
指

２
．

古

文

書

調

査

石
見
銀
山
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、

山
根
俊
久

『石
見
銀
山
に
関
す
る
研
究
ス

一
九
一≡
一

年
）
、
小
葉
田
淳

「
石
見
銀
山
の
研
究
―
前
期
に
お

け
る
―
ス

『史
林
』
、　
一
九
二
三
年
）
、
同

『
日
本

鉱
山
史
の
研
究
ス

一
九
六
八
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

川
崎
茂

・
江
面
龍
雄

・
内
藤
正
中

・
村
上
直
ら
の
研

究
が
あ
り
、
そ
の
概
要
は
ほ
ぼ
あ
き
ら
か
と
な
っ
て

い
る
が
、
残
さ
れ
た
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

今
回
石
見
銀
山
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
す
る
た
め
の
試

み
と
し
て
調
査
対
象
を
銀
山
周
辺
に
も
拡
げ
、
地
方

文
書
の
遺
存
状
況
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
地
は

大
田
市

・
邑
智
郡
邑
智
町

・
題
摩
郡
温
泉
津
町

・
同

仁
摩
町
で
あ
る
。
以
下
に
調
査
先
の
概
要
を
記
す
。

い
　
大
田
市
大
森
町
お
よ
び

大
田
市
内
の
文
書

大
森
は
江
戸
幕
府
奉
行
の
陣
屋

（延
宝
二
年
よ
り

代
官
所
）
が
お
か
れ
た
所
で
、
銀
山
の
外
郭
町
と
し

定
の
史
跡
と
な
り
、
現
在
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を

高
め
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
　
寿
）

て
発
展
し
た
。
代
官
所
の
表
門
、
門
長
屋
、
山
吹
城

跡
、
初
代
奉
行
大
久
保
石
見
守
の
墓
碑
、
山
師
安
原

伝
兵
衛
の
墓
、
二
代
目
奉
行
竹
村
丹
後
守
を
は
じ
め

と
す
る
奉
行
、
代
官
の
墓
、
地
役
人
の
遺
宅
、
代
官

所
同
心
の
屋
敷
、
多
く
の
間
歩

（坑
口
）
、
江
戸
時

代
以
来
の
寺
社
な
ど
を
今
に
残
し
、
往
時
の
お
も
か

げ
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

高
橋
家
は
も
と
銀
山
附
同
心
の
家
で
、　
一
部
の
文

書
に
つ
い
て
は
村
上
直

。
田
中
圭

一
。
江
面
龍
雄
共

編

『
江
戸
幕
府
石
見
銀
山
史
料
文

一
九
七
八
年
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
の

「
御
用
留
」

「歩
銀
勘

定
帳
」
が
ま
と
ま

っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
こ

と
に
前
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
大
森
近
辺
の
日
常
の

様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

山
中
家
も
も
と
銀
山
附
同
心
の
家
で
、
大
坂
の
陣

に
動
員
し
た
銀
掘
核
人
の
こ
と
を
報
じ
た
奉
行
竹
村

丹
後
守
の
書
状
、
同
藤
兵
衛
の
書
状
な
ど
は
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
銀
山
附

-2-



同
心
各
家
の
江
戸
時
代
後
期
の

「由
緒
書
」

「
親
類

書
」
、
近
代
に
な
っ
て
旧
同
心
た
ち
が
士
族

へ
の
復

族
請
願
を
行
な
っ
た

一
連
の
準
備
文
書
な
ど
が
あ
る
。

清
水
寺
は
博
多
商
人
神
谷
寿
禎
が
こ
の
寺
に
参
拝

し
て
銀
鉱
を
発
見
し
た
と
の
伝
説
の
あ
る
寺
で
あ
る
。

銀
峯
山
と
号
し
、
大
森
代
官
の
崇
敬
を
代
々
受
け
て

寺
勢
大
い
に
ふ
る
い
、
数
か
ず
の
寺
宝
が
あ
る
。
そ

の
う
ち
で
も

「
辻
ケ
花
染
丁
字
文
道
服
」
は
山
師
安

原
伝
兵
衛
が
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
伏
見
城
に
お

い
て
徳
川
家
康
か
ら
拝
領
し
た
も
の
で
、
国
指
定
の

重
要
文
化
財
で
あ
る
。
古
文
書
と
し
て
は
幕
末
安
政

年
間
の
清
水
寺
再
建
修
復
に
関
す
る
史
料
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

大
田
市
久
手
町
の
長
野
家
も
銀
山
附
同
心
の
家
で

初
代
奉
行
大
久
保
石
見
守
を
は
じ
め
歴
代
奉
行

・
代

官
の
書
状
を
残
し
、
貴
重
な
も
の
が
多
い
。

な
お
、
大
田
市
内
に
残
さ
れ
て
い
た
史
料
と
し
て

は
、
本
目
録
の
ほ
か
に
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
林
家

（旧
五
十
猛
村
ｘ

熊
谷
家

（旧

大
森
町
）
、
坂
根
家

（旧
忍
原
村
）
各
家
の
古
文
書

も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
見
る
必
要

が
あ
る

（島
根
大
学
附
属
図
書
館

『
石
見
国
銀
山
領

地
方
文
書
目
録
』

一
九
八

一
年
）
。
ま
た
、
も
と
銀

山
附
同
心
の
家
で
あ
る
野
沢
家
も
貴
重
な
史
料
を
多

く
保
存
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
今
回
調

査
で
き
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（松
尾
　
寿
）

確
　
口巴
智
町
内
の
文
書

石
見
銀
山
の
東
南
部
に
位
置
し
、
東
西
に
江
の
川

が
貫
流
し
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
銀
山

田
村
三
十
二
カ
村
の
う
ち
の
多
く
を
含
み
、
炭
方
六

カ
村
は
忍
原
村
を
除
け
ば
す
べ
て
現
邑
智
町
に
属
し

て
い
る
。
運
上
銀
の
廻
送
経
路
に
も
あ
た
り
、
銀
山

と
は
深
い
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。

築
瀬
の
松
浦
家
は
も
と
奥
山
村
に
住
ん
で
い
た
の

で
奥
山
村
関
係
の
史
料
を
伝
え
て
い
る
。
大
森
代
官

拓
植
伝
兵
衛
署
名
の

「延
宝
七
年
奥
山

。
高
畑
両
村

山
論
絵
図
」
が
貴
重
で
あ
る
。

「
御
救
金
」

「貸
附

銀
」
に
関
す
る
史
料
は
幕
末
の
銀
山
領
農
村
の
様
子

を
う
か
が
わ
せ
る
。

吾
郷
の
安
田
家
に
は
、
近
代
に
な
っ
て
大
森
か
ら

吾
郷

へ
移
住
し
た
も
と
銀
山
附
同
心
藤
井
家
の
子
孫

が
養
子
に
入
り
、
そ
の
た
め
藤
井
家
文
書
を
伝
え
て

い
る
。
本
国
録
で
は
本
来
安
田
家
に
伝
わ
っ
た
吾
郷

村
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
は
除
き
、
銀
山
に

関
連
す
る
朦
井
家
関
係
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
を
と

り
あ
げ
た
。
藤
井
家
は
銀
山
附
同
心
で
あ
っ
た
ほ
か
、

温
泉
津
港
や
笹
ケ
谷
銅
山
の
管
理
に
も
か
か
わ
ぁ
て

い
た
ら
し
く
、
そ
の
関
係
の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
山
中
家
文
書
と
同
様
、
藤
井
家
の

「由
緒
書
」

「親
類
書
」
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

内
田
の
菅
原
家
は
吉
岡
家
文
書
を
蔵
し
て
い
る
。

吉
岡
家
は
も
と
地
役
人
た
る
銀
山
六
人
衆
の
一
人
で

大
森
に
居
住
し
て
い
た
が
、
現
在
は
家
が
絶
え
、
親

族
の
菅
原
家
が
古
文
書
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
毛
利

輝
元
書
状
を
は
じ
め
、
大
久
保
石
見
守
長
安
の
書
状

多
数
を
含
む
慶
長
期
の
も
の
が
多
い
。
慶
長
期
は
石

見
銀
山
の
最
盛
期
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に

一
点

一
点

が
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
大
部
分
は
前
掲
村
上
直
ほ

か
編

『
江
戸
幕
府
石
見
銀
山
史
料
』
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
　
寿
）

愕
　
温
泉
津
町
内
の
文
書

中

・
近
世
に
大
森
銀
山
の
外
港
と
し
て
栄
え
た
温

泉
津
は
、
古
代
で
は
温
泉
郷
な
ど
の
名
が
み
え
て
い

た
か
ら
、
早
く
か
ら
温
泉
が
湧
出
て
い
た
名
勝
の
地

で
あ
っ
た
。
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
、
益
田
兼
高

が
石
見
国
の
押
領
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
兼
高

の
所
領
に
温
泉
郷
が
み
ら
れ
る
。
以
来
、
益
田
氏
や

そ
の
支
族
が
支
配
し
、
や
が
て
大
内
氏
が
進
出
し
、

大
森
銀
山
の
開
発
に
伴
な
っ
て
、
外
港
と
し
て
温
泉

津
が
繁
栄
し
て
い
っ
た
。
大
内

ｏ
小
笠
原

・
尼
子

・
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毛
利
と
入
れ
か
わ
っ
た
が
、
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）

秀
吉
は
毛
利
を
攻
め
た
。
同
十
五
年
、
秀
吉
は
九
州

島
津
征
伐
に
出
陣
し
た
が
、
秀
吉
を
陣
中
に
見
舞

っ

た
細
川
幽
斎
は
、
そ
の
途
次
、
温
泉
津
宝
塔
院
恵
光

寺
に
立
ち
寄
り
、
百
韻
連
歌
を
興
行
し

た

こ
と

が

『道
の
記
』
に
見
え
て
い
る
。

近
世
に
入
り
、
銀
山
は
幕
府
の
直
轄
領
と
な
っ
た

が
、
慶
長
六
年

（
一
六
〇

一
）
銀
山
奉
行
の
大
久
保

長
安
が
温
泉
津
に
地
銭
を
免
除
し
、
家
を
普
請
し
心

安
く
居
住
せ
よ
、
と
い
っ
て
港
町
の
隆
盛
を
助
成
し

た
。
ま
た
銀
山
領
各
村
は
御
料
所
村
と
し
て
銀
山
経

営
に
必
要
な
年
貢
や
資
材
を
供
給
し
た
り
し
た
。
温

泉
津
は
産
出
銀
の
搬
出
港
と
し
て
、
慶
長

・
寛
永
年

間
に
賑
わ
っ
た
が
、
他
面
、
木
材

。
竹
材

・
陶
器
な

ど
も
積
み
出
し
た
。
江
戸
中
期
以
降
で
は
登
米
を
積

む
千
石
船
な
ど
が
よ
く
寄
港
し
た
。

『
登
米
寄
港
絵

図
』
を
み
る
と
、
こ
の
港
は
、
東
方
の
島
根
町
加
賀

港

。
大
社
町
鷺
浦
港
と
宇
龍
港
の
次
に
あ
る
天
然
の

良
港
で
あ
り
、
西
に
あ
る
次
の
港
の
浜
田
港
と
の
中

間
に
あ
っ
た
。
温
泉
津
に
は
古
い
温
泉
宿

・
古
社

・

古
剰
も
あ
り
、
銀
の
産
出
量
が
減
少
し
て
も
、
江
戸

末
期
の
文
久
二
年

・
元
治
元
年
に
は
新
し
い
温
泉
が

湧
出
し
た
り
し
て
、
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で
は
賑
わ

っ
た
港
で
あ

っ
た
。

つ
ぎ
に
古
文
書
調
査
の
概
況
に
つ
い
て
み
る
と
、

今
回
、
温
泉
津
町
で
は
四
カ
所
を
調
査
し
た
。
元
庄

屋
の
多
田
家
で
は
八
十
六
点
中
、
銀
山
関
係
文
書
と

し
て
七
十
九
点
を
選
ん
だ
。
以
下
、
同
様
に
し
て
元

村
役
人
の
重
田
家
で
は
二
十
数
点
中
二
十
三
点
を
、

元
庄
屋
の
内
藤
家
で
は
二
十
七
点
中
十
点
を
、
元
回

船
間
屋
の
山
本
家
で
は

一
三
六
点
中
四
点
を
、
そ
れ

ぞ
れ
選
び
出
し
、
合
せ
て

一
二
六
点
を
カ
ー
ド
に
収

録
し
た
。

多
国
家
文
書
は
舟
関
係
の
文
書
が
中
心
で

「
温
泉

津
舟
表
御
役
」
に
つ
い
て
、
寛
永
年
間
の
年
月
毎
に

算
用
事
を
記
録
し
、
勘
定
所
に
提
出
し
て
い
る
文
書

が
多
い
。
つ
い
で
馬
札
役

・
舟
役
の
こ
と
、
さ
ら
に

酒
場
役

・
水
上
役
の
役
銀
を
蔵
納
し
た
文
書
が
多
い
。

注
目
さ
れ
る
も
の
に
は
、
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）

の
木
製
の
高
札
と
、
地
銭
免
除
の
文
言
を
写
し
た
文

書
が
三
通
、
附
属
文
書
七
通
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

高
札
は
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

他
、
諸
国
の
回
船
や
客
船
の
往
来
文
書
が
あ
る
。

重
田
家
文
書
で
は
舟
表
役
銀
上
納
の
控
帳
と
天
災

・
凶
作
に
よ
り
年
貢
の
軽
減
を
求
め
る
も
の
が
多
い
。

寛
永
七
年
ご
ろ
温
泉
津
の
小
浜
か
ら
大
森
に
運
ば
れ

て
い
た
も
の
に
、
山
松

。
炭

。
相
物

（塩
魚
類
）

。

塩
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
馬
で
運
送
さ
れ
て
い
た
こ

と
と
、
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
）
に
は
銀
山
が
衰

微
し
、
馬
札
役
が
以
前
の
よ
う
に
上
納
で
き
な
い
と

訴
え
た
文
書
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
内
藤
家
で
は
湯

役
銀
や
御
料
所
村
の
こ
と
、
山
本
家
で
は
御
役
銀
覚

帳

・
舟
の
往
来
文
書
等
が
あ
る
。

（島
田
　
成
矩
）

田
　
仁
摩
町
内
の
文
書

当
町
は
仁
万

・
宅
野

。
大
国

。
馬
路

。
天
河
内
五

ケ
村
の
近
世
村
落
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
近
世
に

は
石
見
銀
山
領

（天
領
）
で
あ

っ
た
。

銀
山
旧
記
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
紀
の
初
め
ご
ろ
、

博
多
商
人
神
谷
寿
禎
が
銀
山
の
本
格
的
開
発
に
つ
と

め
、
銀
山
は
大
い
に
繁
栄
し
、
馬
路
村
の
古
柳
や
覇

ケ
岩
浦
は
、
銀
の
鐘

（鉱
石
）
を
買
取
る
船
が
婿
集

し
、
積
出
し
港
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

又
、
同
書
に
よ
る
と
、
近
世
初
頭
の
銀
山
最
盛
期

に
は
、

「
銀
山
近
き
津
々
捕
々
四
方
の
大
船
競
ひ
繁

ぎ
、
五
穀
の
類
は
謂
ふ
に
及
ば
ず
、
和
漢
の
珍
器
重

宝
に
至
る
ま
で
多
く
集
り
来
る
事
、
恐
ら
く
今
日
本

の
内
、
此
銀
山
に
勝
る
ま
じ
と
申
し
伝

へ
た
り
」
と

あ
り
、
近
き
津
々
浦
々
の
中
に
、
当
町
内
の
馬
路

・

仁
万

・
宅
野
の
諸
浦
が
含
ま
れ
、
こ
こ
で
陸
上
げ
さ

れ
た
諸
物
資
が
銀
山
町
へ
運
送
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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一
方
、
町
内
の
旧
大
国
村
は
、
銀
山
御
囲
村
の
一

に
指
定
さ
れ
、
坑
木
な
ど
銀
鉱
採
掘
に
必
要
な
諸
材

木
を
供
給
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。

以
上
の
諸
点
を
想
定
す
れ
ば
、
当
町
内
に
は
鐘
の

積
出
し
、
諸
物
資
の
荷
上
げ
、
運
送
、
或
い
は
御
田

村
に
関
す
る
資
料
が
遺

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
調
査
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
宅
野
の
藤

３
．

用

具

の

調

査

此
度
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
区
分
を

「民
昌

と
定
め
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
極
め
て
短
時
日
の
調

査
で
あ
っ
た
た
め
よ
り
多
く
の
関
係
民
具
調
査
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
多
く
の
方
々
も

述
べ
て
い
ら
れ
る
と
お
り
、
閉
山
以
来
既
に
百
年
に

近
い
空
白
も
あ
り
、
そ
の
た
め
よ
り
多
く
の
民
具
資

料
が
散
逸
あ
る
い
は
消
滅
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と

も
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
も
調
査
整
理
の
範
囲
を
極

度
に
縮
少
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

第

一
段
階
と
し
て
は
、
現
在
銀
山
資
料
館
に
保
存

展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
の
調
査
を
て
が
け
、
主
に
写

真
、
民
具
図
記
録
・
計
尺
・
使
用
目
的
等
の
記
載
整

理
を
実
施
し
た
。

第
二
段
階
と
し
て
は
、
銀
山
周
辺
の
民
家
を
対
象

間
要
二
郎
家
に
お
い
て
は
、
多
数
の
資
料
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
御
用
留

。
年
貢
割
付
な
ど
銀

山
と
関
係
の
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
又

天
河
内
の
満
行
寺
は
、
戦
国
時
代
の
小
笠
原
氏
関
係

文
書
と
真
宗
関
係
文
書
を
蔵
し
て
い
る
が
、
銀
山
に

か
か
わ
る
も
の
は
全
く
な
か
っ
た
。
（藤
岡
　
大
拙
）

と
し
て
、
仁
万
町

（特
に
大
国
地
区
）
、
そ
れ
に
大

田
市

（大
森

。
大
家
地
区
）

・
邑
智
町
と
合
わ
せ
て

約
七
、
八
家
の
民
家
を
訪
ね
、
各
家
に
残
る
資
料
の

調
査
に
あ
た
っ
た
。

第

一
段
階
で
の
調
査
で
は
約
八
十
点
、
第
二
段
階

で
は
約
二
十
点
ば
か
り
の
記
録
を
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
内
容
は
主
と
し
て
、
硼
鉱
道
内
の
安
全
管
理
具
、

□
鉱
内
採
掘
諸
用
具
、
０
選
鉱

・
製
錬
に
用
い
る
用

具
等
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
所
謂
銀
山
労
働
者
の
日
常

生
活
用
具
と
い
っ
た
資
料
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
。

さ
て
当
面
こ
れ
ら
の
調
査
を
と
お
し
て
感
じ
て
い

る
こ
と
は
概
略
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
に
残

っ
て
い
る
用
具
の
多
く
が
鉄
製
品

・
陶

土
石
製
品
で
、
中
に
は
木
製
の
用
具
も
見
ら
れ
る
が

同
じ
木
製
具
で
も
荒
仕
事
に
用
い
た
用
具
と
な
る
と

数
も
極
め
て
少
い
の
を
感
じ
る
。　
一
般
民
家
で
発
見

さ
れ
る
用
具
の
多
く
は
、
転
用
具
と
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
り
、
例
え
ば
採
掘
具

・
製
錬
具
の
類
が
製

炭
用
具
あ
る
い
は
土
工
用
具
に
な
っ
て
い
る
な
ど
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
転
用
具
も
昭
和
三
十
年
代

ま
で
を
限
度
と
し
て
消
滅
を
た
ど
っ
た
も
の
が
多
い
。

民
具
の
材
料
が
縄

・
藁

・
布

・
紙
類
で
は
、
多
く
が

よ
り
早
く
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
時
に
こ
の
類
に

出
合
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
明
治
末
以

降
に
製
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。　
一
見
古
め
か
し
い

顔
付
き
を
し
、
過
去
と
寸
分
違
わ
な
い
形
式
と
思
わ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
明
治

ｏ
大
正
の
頃
に

前
代
の
銀
山
を
引
き
継
い
だ
永
久
鉱
山
関
係
の
用
具

と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
け
れ
ど
も
こ
う

し
た
中
に
あ
っ
て
、
時
折
か
つ
て
明
治
前
期
の
頃
ま

で
続
い
た
銀
山
で
用
い
た
用
具
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
銀
山
関
係
の
民
家
な
ど
の
資

料
は
ま
こ
と
に
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
。

さ
て
、
今
後
に
お
け
る
資
料
整
備
に
思
う
こ
と
は
、

幕
末
か
ら
明
治
、
そ
し
て
大
正
に
用
い
ら
れ
た
民
具

の
中
に
は
、
か
つ
て
盛
期
を
語
る
銀
山
の
絵
巻
物
な

ど
に
照
ら
す
時
、
そ
の
形
式
等
に
お
い
て
は
差
異
が

少
く
む
し
ろ
同
類
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
さ
え
感
じ
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ら
れ
る
程
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
単
に
銀
山
民
具
に

限
ら
ず
他
の
民
具
形
式
の
伝
承
性
に
照
ら
し
て
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
も
こ
の
同
類
性
が
大

正
を
更
に
下
り
昭
和
年
代
の
極
近
年
に
至
っ
て
も
、

極
め
て
近
似
な
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
例
え
ば
炭

焼

・
石
工
用
具
な
ど
に
お
い
て
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
る
時
、
今
後
の
収
集

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
今
述
べ
た
絵
図
等
に
加
え
て

文
書
記
録
等
に
た
よ
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
、
同
時

に
近
年
ま
で
使
用
し
続
け
た
転
用
具
の
実
状
に
も
注

視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

幸
に
こ
の
春
佐
渡
の
相
川
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
た

え
ら
れ
た
が
、
か
ね
て
か
ら
予
想
し
て
い
た
通
り
、

銀
山
採
掘
に
関
す
る
諸
用
具
が
そ
の
ま
ま
当
金
山
に

お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
き
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
佐
渡
に
残
る
金
山
採
掘
に
か
か
る
民
具
で
あ
る

が
、
更
に
こ
の
地
に
残
る
文
書
の
中
に
も
多
く
の
参

考
資
料
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、

『金
銀

山
稼
方
取
扱

一
件
』

（佐
渡
相
川
志
所
載
）
な
ど
は

当
金
山
採
掘
用
具
を
知
る
と
同
時
に
わ
が
石
見
銀
山

採
掘
用
具
を
知
る
上
に
も
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
言

え
る
。

こ
の
よ
う
に
今
後
の
収
集
調
査
に
あ

っ
て
は
、
過

去
に
お
け
る
文
書

・
絵
図
等
の
資
料
を
は
じ
め
、
近

年
に
ま
で
伝
わ
る
民
具
の
伝
用
等
の
伝
承
性
を
も
踏

ま
え
る
立
場
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
周
辺
の
関
係

民
家
を
処
道
に
訪
ね
調
査
収
集
に
あ
た
る
こ
と
が
肝

要
と
思
え
る
。
殊
に
此
度
の
段
階
で
は
そ
の
域
に
は

達
し
な
か
っ
た
が
、　
一
般
民
衆
の
年
中
行
事

。
芸
能

・
民
俗
信
仰
等
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
加

え
て
究
明
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は
と
り
も
な
お
さ
ず
今
行

っ
て
い
る
民
具
収
集
調
査

４
　
美
術
工
芸
品
の
調
査

田
　
旧
石
見
銀
山
領
の
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て

旧
石
見
銀
山
領
内
の
美
術
工
芸
の
調
査
は
、
大
森

町
内
を
中
心
に
近
隣
の
数
個
所
に
限
ら
れ
た
、
と
い

う
よ
り
も
、
す
で
に
明
治
維
新
の
激
動
期
に
格
式
あ

る
武
家
や
豪
商
も
数
軒
を
の
こ
し
て
こ
の
地
か
ら
離

散
し
、
そ
の
追
跡
調
査
は
困
難
を
極
め
、
ま
た
社
寺

の
調
査
に
お
い
て
は
、
そ
の
蔵
品
台
帳
に
掲
載
の
奉

行
や
代
官
、
あ
る
い
は
豪
商
の
奉
納
美
術
工
芸
品
目

の
多
く
が
世
代
の
交
替
や
時
の
推
勢
に
よ
っ
て
、
い

つ
し
か
散
逸
の
厳
し
い
現
実
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が

あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
に
文
化
的
壌
上
が
育
成
さ
れ

を
よ
り
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
料
を
よ
り
高

い
価
値
に
導
く
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
度
の
調
査
で
は
仁
摩
町
教
委
の
方
々
に
は
格

別
の
協
力
を
賜
わ
っ
た
。
ま
た
佐
渡
に
お
い
て
は
、

こ
の
学
の
泰
斗
田
中
圭

一
氏
に
調
査
の
配
慮
と
指
導

を
い
た
だ
い
た
。
同
行
し
た
大
田
市
教
委
大
国
氏
と

共
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
　

　

　

（勝
部
　
正
郊
）

始
め
た
の
は
毛
利
氏
か
ら
石
見
銀
山
が
徳
川
家
康
の

手
に
移
り
、
天
領
と
な
る
に
及
ん
で
中
央
の
文
化
が
、

こ
の
地
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
、

初
代
奉
行
の
大
久
保
石
見
守
以
来
歴
代
の
奉
行

・
代

官
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
わ
け
て
二
代
奉
行
竹
村
丹

後
の
時
代
が
注
目
さ
れ
る
。
丹
後
の
慶
長

十

八
年

（
一
六

一
三
）
―
寛
永
十
二
年

（
一
六
二
五
）
に
わ

た
る
、
そ
の
治
政
二
十
二
年
間
に
は
慶
長

十

九
年

（
一
六

一
四
）
に
石
見
国

一
円
の
総
検
地

（寅
の
検

地
）
を
行
い
、
ま
た
銀
の
産
出
も
多
く
、
そ
の
功
績

は
す
こ
な
る
大
き
い
が
、
ま
た
丹
後
の
文
化
人
と
し

て
そ
の
周
辺
に
は
、
従
弟
に
安
楽
庵
策
伝

（天
文
二

十
二
年

（
一
五
五
四
）
―
寛
永
十
九
年

（
〓
ハ
四
一
ラ
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が
あ
る
。
策
伝
は
京
都
誓
願
寺
竹
林
院
の
開
山
で
、

当
時
の
京
都
で
も
、
文
化
的
教
養
の
高
い
僧
侶
で
、

ま
た
古
田
織
部
に
茶
を
学
ん
だ
高
名
な
茶
人
で
も
あ

り
、
そ
の
所
有
す
る
名
物
裂
は
、
安
楽
庵
裂
と
称
さ

れ
、
現
在
で
も
評
価
は
高
い
。
こ
の
こ
ろ
、
茶
の
湯

は

一
流
文
化
人
の
サ
ロ
ン
で
あ

っ
た
が
、
策
伝
は
小

堀
遠
用
や
松
花
堂
昭
乗
ら
と
も
交
友
の
あ
る
著
名
人

で
あ
り
、
丹
後
も
こ
れ
ら
に
加
わ
る
ほ
ど
の
教
養
人

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
丹
後
の
最
後
の
遺
書
に

よ
れ
ば
、
秘
蔵
の
春
屋
禅
師
の
墨
跡
を
身
寄
に
片
身

分
け
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
春
屋
の
墨

跡
を
所
有
す
る
こ
と
は
禅
道
に
も
帰
依
し
、
か
つ
茶

の
湯
に
も
造
詣
の
深
い
教
養
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

一
連
の
古
文
書
か

ら
当
時
の
天
領
の
中
心
地
と
し
て
殷
賑
を
極
め
た
大

森
に
は
、
幾
多
の
優
れ
た
美
術
工
芸
品
が
存
在
し
た

と
推
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
江
戸
時
代
中
期
以
降
、

銀
の
産
出
が
激
減
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
天
領
は
そ

の
力
を
弱
め
、
さ
ら
に
こ
れ
が
決
定
的
に
な
る
の
は

幕
藩
体
制
の
崩
壊
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
栄
光

が
全
て
過
去
の
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
に
入
っ

て
大
森
町
内
再
度
の
火
災
は
伝
来
の
美
術
工
芸
品
の

消
滅
と
散
逸
を
招
く
に
至
る
。
い
ま
こ
の
地
に
追
る

指
定
文
化
財
は
往
時
の
盛
況
の

一
端
を
偲
ぼ
す
も
の

で
あ
る
。

（
以
下
⑪
は
重
要
文
化
財
、
Ｄ
は
島
根
県

指
定
文
化
財
、
⑤
は
大
田
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
。）

ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
清
水
寺
で
あ
る
。
こ
の

寺
は
銀
峰
山
と
号
し
真
言
宗
の
古
刹
で
大
森
代
官
歴

代
の
尊
崇
を
う
け
た
。
そ
こ
に
伝
え
ら
れ
る
、

「辻

が
花
染
丁
字
文
道
服

（重
文
）

一
領
」
は
銀
山
の
山

師
安
原
伝
兵
衛

（備
中
）
が
、
伏
見
城
で
家
康
か
ら

慶
長
八
年
に
拝
領
し
た
も
の
で
室
町
時
代
と
江
戸
初

期
に
織
ら
れ
た

，辻
が
花
染
▼
の
室
内
着
で
日
本
染

織
史
上
有
数
の
逸
品
で
あ
る
。

思
え
ば
私
が
こ
の
道
服
を
初
見
の
動
機
は
、
昭
和

四
十

一
年
秋
で
あ
っ
た
。
他
の
と
寺
宝
を
拝
見
の
末

に
御
住
職
が
こ
ん
な
も
の
も
あ
り
ま
す
と
土
蔵
か
ら

持
ち
出
さ
れ
、
さ
ら
に
と
き
ど
き
村
祭
で
着
て
舞
っ

た
も
の
で
す
と
附
言
さ
れ
た
と
き
の
驚
愕
を
思
い
起

こ
す
。
辻
が
花
染
は
現
在

一
坪

（
三
セ
ン
チ
四
方
）

い
く
ら
と
評
価
さ
れ
、
し
か
も
古
来

，ま
ば
ろ
し
の

裂
▼
と
し
て
斯
界
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
す
で
に
裏
地
は
破
け
て
真
綿
が
は
み
出

し
て
い
た
が
表
地
の
丁
字
花
文
様
は
退
色
も
な
く
鮮

や
か
で
数
少
な
い
類
品
中
で
も
秀
逸
な
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
直
ち
に
国
指
定
と
な
り
、
そ
の
後
修
復
が
施

さ
れ
現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
保
存
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
本
品
は
美
術
的
価
値
と
は
別
に
石
見

銀
山
の
盛
時
を
物
語
る
重
要
な
資
料
で
か
つ
て
、
州

浜
台
に
銀
を
山
と
積
み
あ
げ
、
家
康
の
御
前
に
供
し

た
銀
山
奉
行
大
久
保
石
見
守
と
山
師
安
原
伝
兵
衛
に

対
し
家
康
は
自
ら
着
用
の
こ
の
道
服
を
伝
兵
衛
に
与

え
、
さ
ら
に
備
中
の
称
号
も
授
け
た
と
銀
山
物
語
は

綴
る
。
家
康
が
国
家
統

一
の
た
め
、
い
か
に
石
見
銀

山
の
銀
の
産
出
に
執
心
で
あ
っ
た
か
が
推
考
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

「
絵
馬

（県
）
二
面
」
は
天
正
三
十
年
全
五
九
一
ラ

狩
野
重
信
筆
の
繋
馬
図
を
描
い
た
奉
納
絵
馬
で
在
銘

品
と
し
て
珍
ら
し
い
。

「
備
前
焼
花
瓶
（県
）
一
双
」

は
元
和
二
年
に
備
前
の
医
師
木
村
道
志
の
奉
納
し
た

花
瓶
で
江
戸
初
期
在
銘
の
稀
品
で
あ
る
。

「
鰐

□

（県
）
」
銘
文
か
ら
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
小
鴨

（鳥
取
県
倉
吉
市
）
の
中
金
屋
九
良
左
衛
門
が
鋳
造

し
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
に
藤
井
二
郎
左
奇
門

が
寄
進
し
た
も
の
で
戦
国
時
代
、
山
陰
地
方
の
鋳
物

師
の
作
で
あ
る
。

「
紙
本
墨
書
経
巻

（県
）

一
巻
」

こ
の
経
巻
は
、
太
唐
中
興
三
蔵
聖
教
序
の
八
十
七
行

と
薬
師
瑠
璃
七
仏
本
願
功
徳
経
巻
上
の
三
八

一
行
を

筆
写
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
弘
仁
期

（
八

一
〇
―

八
五
四
）
頃
の
写
経
生
の
筆
に
な
る
優
品
で
あ
る
。

「絹
本
著
色
仏
涅
槃
図

一
軸
」
は
釈
迦
が
入
滅
の
情

景
を
描
い
た
室
町
初
期
の
作
。

「
絹
本
著
色
不
動
明
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王
像

（県
）

一
軸
」

「
絹
本
著
色
不
動
明
王
像
（県
）

一
軸
」
と
も
に
大
日
如
来
の
侍
者
と
し
て
仏
法
を
守

護
す
る
不
動
明
王
を
描
く
南
北
朝
の
仏
画
。

「絹
本

者
色
愛
染
明
王
像

（市
）
」
は
室
町
期
の
真
言
密
教

絵
画
。

「絹
本
著
色
三
宝
荒
神
像

（市
）
」
は
室
町

時
代
の
作
。
「絹
本
者
色
安
原
備
中
像
（市
ピ

は
備
中

は
本
名
を
伝
兵
衛
と
い
い
、
備
中
早
島
の
生
ま
れ
で

天
正
の
頃
石
見
銀
山
に
入
り
、
観
音
の
お
告
げ
に
よ

り
新
ら
し
く
抗
道
の
開
発
を
行
い
、　
一
躍
銀
の
産
出

量
を
増
加
し
た
功
績
に
よ
り
、
前
述
の
道
服
と
後
述

の
扇
面
を
拝
領
し
、
名
の
備
中
を
賜
わ
る
。
こ
の
備

中
の
寿
像
図
は
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
に
辛
島
西

朗
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

「紙
本
者
色
扇

（市
）

一
握
」
金
地
極
彩
色
の
竹
骨
扇
面
で
、
慶
長
八
年
八

月

一
日
に
大
久
保
石
見
守
と
と
も
に
、
伏
見
で
家
康

か
ら
拝
領
し
た
も
の
。
扇
表
に
は
仙
人
と
唐
子
の
絵

を
、
裏
面
は
雲
間
に
日
月
を
描
く
、
無
落
款
な
が
ら

狩
野
派
の
画
家
の
作
で
格
調
が
高
い
。
城
上
神
社
は
、

大
物
主
命
を
祖
る
延
喜
式
の
社
と
伝
え
ら
れ
、
永
享

六
年

（
一
四
三
四
）
に
大
内
氏
が
題
摩
郡
馬
路
高
山

か
ら
大
森
町
の
愛
宕
山

に
遷
座
し
、

天
正

五
年

（
一
五
七
七
）
に
、
毛
利
氏
に
よ
り
現
在
地
に
移
さ

れ
る
。
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
建
立
の

「拝
殿

（県
）
」
は
重
層
入
母
屋
造
り
で
稀
ら
し
い
。

こ

の
拝
殿
の

「絵
天
丼

（市
）
」
は
中
央
に
極
彩
色
で

龍
を
描
き
、
そ
の
囲
り
を
建
立
の
と
き
に
関
与
し
た

銀
山
役
人
や
大
森
町
役
人
の
家
紋
を
描
く
。
筆
者
は

梶
谷
円
隣
斎
守
体
で
あ
る
。

「能
面
、
付

能

面

箱

（市
）
三
面
」
銀
山
奉
行
初
代
の
大
久
保
石
見
守
の

奉
納
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
白
式
尉
、
黒
式
尉
、
増

女
の
三
面
と
黒
漆
塗
に

，下
り
藤
紋
を
蒔
絵
を
散
ら

し
た
箱
を
附
す
。
大
久
保
石
見
守
は
能
楽
師
の
出
身

と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
地
で
も
能
が
舞
わ
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

「焚
斗
目

（市
）

一
領
」
銀
山
領
二
十

一
代
の
代

官
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
が
明
和
三
年
に
将
軍
徳
川
家

治
か
ら
拝
領
の
時
服
で
、
そ
の
孫
の
川
崎
平
右
衛
門

が
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ

る
。
井
戸
神
社
は
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
享
保

十
六
年

（
一
七
三

一
）
着
任
し
、
大
飢
饉
に
領
民
を

救

っ
た
十
九
代
代
官
井
戸
平
左
衛
門
を
杷

っ
た
社
で

あ
る
。

「
刀
銘
清
則

（県
）

一
口
」
室
町
時
代
は
備

前
国
の
刀
匠
で
永
享
頃
、
出
雲
国
広
瀬
藩
に
来
住
す

る
。
銘
に
よ
れ
ば

「
文
安
二
年
二
月
日
」
に
鍛
え
た

も
の
で
、
道
永
派
の
特
色
を
示
す
。
上
野
利
治
氏
所

蔵
の

「
紙
本
墨
画
石
見
銀
山
絵
巻

（県
）
二
巻
」
作

者
不
明
、
上
下
三
巻
か
ら
な
る
。
総
長
二

一
・
〇
四

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
長
巻
で
画
中
に
代
官
の
文
字
が
あ

り
、
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

上
巻
は
銀
山
の
坑
内
の
様
子
を
描
き
、
下
巻
に
は
主

と
し
て
精
錬
場
の
工
程
を
順
を
遂

っ
て
描
い
た
も
の

で
当
時
の
銀
山
稼
の
実
態
が
伺
え
る
鉱
山
史
上
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。　
置
里栄
神
社
の
石
造
群

（市
）

一

所
」
慶
応
二
年
七
月
十
四
日
長
州
軍
の
献
納
に
よ
る
。

勝
源
寺
に
伝
来
す
る

「絹
本
著
色
家
康
並
び
に
十

六
将
像

（市
）

一
軸
」
は
徳
川
家
康
を
中
心
に
譜
代

の
宿
将
を
描
い
た
も
の
で
、
筆
者
は
銀
山
附
役
人
の

阿
部
半
蔵
光
格
で
文
政
七
年

（
一
八
二
一影

銀
山

四
十
七
代
目
代
官
大
岡
源
右
衛
門
貞
直
が
奉
納
し
た

も
の
で
あ
る
。
羅
漢
寺
の

「
石
造
五
百
羅
漠
坐
像
群

附
石
窟
（県
）
三
所
」
は
寛
保
（
一
七
四
一
―
一
七
四
一ラ

観
音
寺
住
職
の
月
海
浄
印
に
よ
っ
て
発
願
さ
れ
、
銀

山
同
心
中
場
五
郎
左
衛
円
定
政
の
尽
力
で
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
に
完
成
す
る
。
石
工
は
適
摩
郡
福
光

村
の
坪
内
平
七
と
そ
の
一
門
で
、
五
〇

一
躯
の
羅
漢

の
う
ち
四
十
四
躯
に
銘
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
仏

縁
者
は
石
見
国

一
円
さ
ら
に
江
戸
城
本
丸
の
田
安
家

（将
軍
家
重
の
弟
）
に
お
よ
ぶ
。

「木
造
太
元
師
明

王
立
像

（市
）

一
躯
」
六
面
人
管
の
像
で
、
室
町
期

の
作
で
あ
る
が
、
安
政
二
年
の
修
理
が
あ
る
。

「木

造
降
三
世
明
王
立
像

（市
）

一
躯
」
四
面
八
管
の
像

で
室
町
期
の
作
で
あ
る

ｏ
以
上
が
旧
銀
山
領
内
に
あ
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る
指
定
文
化
財
で
い
づ
れ
も
地
域
と
歴
史
的
に
何
ら

か
の
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
森

を
中
心
に
近
隣
で
多
く
散
見
さ
れ
る
も
の
に

，仏
乗

慈
悟
′
の
書
画
と

，円
隣
斎
守
休
′
や
、　
′佐
和
華

谷
Ｐ
の
絵
が
あ
る
。
仏
乗
は
越
前

（福
井
県
）
で
文

化
六
年

（
一
八
〇
九
）
に
生
ま
れ
、
文
化
八
年
に
仏

通
禅
師
の
法
豚
を
得
、
仏
乗
慈
悟
と
号
す
。
の
ち
江

州

（滋
賀
県
）
の
清
涼
寺
に
さ
ら
に
長
州

（山
口
県
）

の
長
徳
寺
を
隔
て
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
に
大
田

市
南
村
の
慈
雲
寺
の
住
職
と
な
り
、
つ
い
で
大
森
町

の
栄
泉
寺
第
十
九
世
住
職
と
な
る
。
こ
の
栄
楽
寺
在

住
の
十
四
年
間
は
自
ら
住
民
の
中
に
入
っ
て
仏
法
を

拡
め
る
。
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
美
濃

（岐
阜

県
）
の
竜
泉
寺
に
移
り
、
明
治
二
年

（
一
八
七
〇
）

七
十
二
歳
で
没
す
。
大
森

の
栄
泉
寺
に
在
る
と

き
気
さ
く
に
人
の
求
め
に
応
じ
、
酒
脱
な
絵
を
の
こ

し
た
。
そ
の
絵
は
白
陰
や
仙
崖
に
迫
り
、
脱
俗
禅
味

の
溢
れ
る
も
の
で
画
僧
傑
出
し
て
い
る
。
ま
た
円
隣

斎
守
休
は
梶
谷
祐
右
衛
門
と
い
い
、
三
瓶
山
麓
志
学

の
加
淵
村
の
庄
屋
に
生
ま
れ
、
幼
よ
り
画
が
巧
み
で

の
ち
京
都
に
出
て
、
霜
澤
法
眼
藤
原
探
索
の
問
に
入

り
狩
野
派
を
修
め
る
。
郷
里
に
帰
省
し
て
か
ら
は
、

社
寺
に
奉
納
の
画
が
あ
り
、
山
水

・
花
斉

・
人
物
な

ど
を
描
く
が
屏
風
等
の
作
例
も
あ
る
。
佐
和
華
谷
。

宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
！
天
保
二
年

（
一
八
三
ご

は
名
を
用
、
字
は
伯
恵

・
真

一
号
を
華
斎

・
太
雲

・

五
鹿
洞
な
ど
儒
学

・
詩
歌
を
良
く
し
、
画
を
好
む
。

の
ち
京
都
に
出
て
頼
山
陽
を
始
め
勤
皇
諸
家
と
の
交

り
が
あ
り
、
幕
吏
の
追
求
を
の
が
れ
て
高
野
山
に
入

る
。
帰
国
後
は
大
森
町
観
世
音
寺
の
住
職
と
な
り
、

儒
め
ら
れ
て
画
作
を
遺
し
て
い
る
。
画
を
中
林
竹
洞

に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
遺
作
を
観
る
限
り

江
戸
末
狩
野
派
風
で
人
物

・
山
水
な
ど
が
あ
る
が
、

趣
味
的
な
境
を
出
て
い
な
い
。
作
品
は
掛
軸

・
屏
風

等
が
あ
る
。
そ
の
子
埜
鶴
は
号
を
九
華

・
石
頴
・
方

外
等
と
称
し
長
崎
で
修
業
シ
ー
ボ
ル
ト
と
交
遊
す
る
。

の
ち
高
野
山
で
真
言
宗
の
僧
と
な
る
。
余
技
に
詩
画

を
能
く
す
。
こ
の
他
に
江
戸
時
代
初
期
か
ら
栃
畑
を

中
心
に
拝

（栃
畑
挿
）
と
称
さ
れ
る
鉄
地
で
縄
目
縁

透
し
鱒
が
あ
っ
て
銀
山
工
人
の
余
技
の
作
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
現
存
の
古
い
も
の
と
し
て
、
桃
山
末
ｔ

江
戸
初
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
鐸
に

，銀
山
住
守
重
′

在
銘
簿
が
あ
り
、
江
戸
中
期
頃
ま
で
こ
の
地
で
技
術

の
継
承
が
あ

っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
が
文
献
は
見
あ
た

いり
な
い
。

以
上
は
極
め
て
限
ら
れ
た
日
数
と
範
囲
内
の
調
査

で
あ

っ
た
が
、
数
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
の
空
白
と
経

済
的
な
断
層
は
、
多
く
の
文
化
や
美
術
工
芸
品
を
失

い
、
ま
た
特
筆
に
価
す
る
伝
承
技
術
も
消
失
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
さ
き
に
記
し
た
指
定
文
化
財
が
、

こ
の
地
域
の
か
つ
て
の
栄
光
を
物
語
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藤
間
　
一号
）
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石
見
銀
山
関
連
遺
跡
分
布
調
査
報
告

１
上

調
査
に
至
る
経
過
と
調
査

の
概
要

生
　
調
査
に
至
る
経
過

島
根
県
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
風
土
と

一
体

化
し
た
歴
史
的
環
境
を
も
つ
文
化
財
集
中
地
区
の
保

存
を
図
る
べ
く
、
昭
和
五
十
二
年
に
島
根
県
文
化
財

保
護
審
議
会
の
答
申
を
得
て

「島
根
県
文
化
財
保
護

行
政
長
期
計
画
」
を
策
定
し
、
津
和
野
町
、
益
田
市
、

浜
田
市
、
大
田
市
、
出
雲
市
、
玉
湯
町
、
安
来
市
、

広
瀬
町
、
西
郷
町
の
十
地
区
を
集
中
地
区
と
し
て
選

定
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
昭
和
五
十
七
年
度

に
か
け
て

「広
瀬
町
内
遺
跡
群
総
合
整
備
計
画
策
定

事
業
」
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭

和

五
十
八
年
度
か
ら
は
第
二
弾
と
し
て
大
田
市
、
題
摩

郡
温
泉
津
町
、
同
仁
摩
町
、
邑
智
郡
邑
智
町
の
協
力

を
得
て

「石
見
銀
山
総
合
整
備
計
画
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
、
↓
石
見
銀
山
総
合
整
備
計
画
策
定
事
業
」

を
実
施
し
て
来
た
。

そ
の
事
業
内
容
は
策
定
委
員
会
の
事
業

（委
員
会

の
開
催
と
調
査
）
と
国
庫
補
助
を
得
た
調
査
事
業
の

二
本
立
て
で
あ
っ
た
。
実
施
し
た
国
庫
補
助
事
業
は

昭
和
五
十
八
年
度
石
見
銀
山
遺
跡
発
掘
調
査

（事
業

主
体
大
田
市
）
、
昭
和
五
十
九
年
度
石
見
銀
山
関
係

資
料
調
査

（事
業
主
体
島
根
県
）
で
あ
り
、
そ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
発
掘
調
査
、
歴
史
資
料
調
査
と
異
る
も

の
の
、
石
見
銀
山
の
歴
史
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
意

識
の
根
本
に
於
い
て
は
、
ま
さ
に
同

一
の
ね
ら
い
の

も
と
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

本
年
度
の
調
査
は
、
そ
う
し
た

「
石
見
銀
山
総
合

整
備
計
画
策
定
事
業
」
の
一
環
と
し
て
国
の
補
助
を

得
て
島
根
県
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

石
見
銀
山
は
直
接
に
は
銀
山
と
し
て
銀
を
採
掘
し

た
地
域
を
示
す
名
称
で
、
現
在
の
行
政
区
画
で
は
、

大
田
市
大
森
町
、
題
摩
郡
仁
摩
町
大
国
町
柑
子
谷
あ

た
り
を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
江
戸

時
代
に
は
石
見
銀
山
御
料

（銀
山
御
料
）
と
し
て
の

天
領
を
も
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
領
と
し
て

の
石
見
銀
山
は
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
も
の
の
現
在

の
行
政
区
画
で
い
え
ば
、
大
田
市
、
題
摩
郡
仁
摩
町
、

運
摩
郡
温
泉
津
町
、
邑
智
郡
邑
智
町
、
邑
智
郡
大
和

村
と
江
津
市
お
よ
び
邑
智
郡
羽
須
美
村
の
一
部
を
合

む
地
域
で
あ
っ
た
。
本
書
で
言
う
石
見
銀
山
と
は
お

よ
そ
後
者
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
た
い
。

２
．

調
査
の
概
要

従
来
、
石
見
銀
山
が
語
ら
れ
る
時
に
は

「
銀
山
旧

記
」
な
ど
数
少
な
い
文
献
を
元
に
さ
れ
る
こ
と
が
常

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
例
え
ば

「
銀
山
百
ケ
寺
」

（大
田
市
大
森
町
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
寺
院
跡
に

つ
い
て
見
て
も

一
部
の
寺
の
名
前
、
開
基
れ
宗
派
等
、

文
献
に
見
え
る
範
囲
の
こ
と
し
か
判
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
も

一
部
有
名
な
も
の
を
除
い
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て
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
大
田

市
、
適
摩
郡
仁
摩
町
、
題
摩
郡
温
泉
津
町
、
邑
智
郡

邑
智
町
、
邑
智
郡
大
和
村
、
邑
智
郡
羽
須
美
村
、
飯

石
郡
赤
来
町
の
一
市
六
町
村
に
所
在
す
る
関
連
遺
跡

を
分
布
調
査
し
て
、
足
で
確
認
す
る
こ
と
に
務
め
た
。

調
査
対
象
と
し
た
の
は
前
記
七
市
町
村
に
所
在
す
る

城
跡
、
番
所
跡
、
寺
院
跡
、
街
道
跡
、
港
湾
脈
、
鉱

山
跡
、
製
錬
所
跡
、
墓
地

（跡
）
、
石
塔
、
道
標
等

で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
を
行

っ
た
。
こ
れ
等
の
う
ち
、
城
跡
に
お
い
て
は
、
山
吹

２
．

各

遺

跡

の

概

要

生
　
城
　
　
　
　
跡

石
見
銀
山
の
開
発
の
開
始
は
、
お
よ
そ
十
六
世
紀

と
い
わ
れ
、
戦
国
時
代
と
い
う
背
景
と
相
倹

っ
て
、

こ
の
地
域
は
大
内
氏
、
小
笠
原
氏
、
毛
利
氏
、
尼
子

氏
の
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

為
、
銀
山
周
辺
に
は
数
多
く
の
城
跡
が
あ
る
。
と
り

わ
け
山
吹
城
は
銀
山
統
治
の
中
心
と
し
て
存
在
し
て

お
り
、
争
奪
の
中
心
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山

頂
部
分
の
構
造
だ
け
で
見
る
と
主
郭
部
で
二
十
二
η

×
五
十
二
η
と
、
広
瀬
町
の
富
田
城
よ
り
は
る
か
大

城
の
吉
迫
地
区

（大
手
□
―
大
久
保
石
見
守
長
安
陣

屋
推
定
地
）
の
三
〇
〇
分
の
一
の
地
形
測
量
を
実
施

し
、
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
と
考
え
ら
れ

る
石
垣
の
配
置
状
況
の
確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
大

田
市
大
森
町
に
お
い
て
は
、
前
記

「
銀
山
百
ケ
寺
」

の
確
認
に
務
め
た
が
、
こ
の
調
査
の
途
中
で
、
天
正

か
ら
慶
長
に
か
け
て
の
宝
燃
印
塔
、　
一
石
五
輪
塔
が

多
数
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
拓
本
、
実
測
を
行
っ

た
。
こ
の
他
、
銀
の
輸
送
に
か
か
る
助
郷
訴
訟
文
書

等

一
部
の
古
文
書
調
査
も
実
施
し
た
。

（卜
部
吉
博
）

規
模
で
、
縦
掘
り
を
有
す
る
な
ど
複
雑
な
作
り
に
な

っ
て
い
る
。
大
内
氏
の
築
城
に
な
る
と
言
わ
れ
る
が

定
で
な
い
。
山
頂
と
山
麓
に
は
石
垣
が
存
在
す
る
が
、

こ
れ
は
慶
長
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。
山
吹
城
の
南
西

二
跡
に
は
矢
滝
城
跡
が
あ
る
。
山
吹
城
の
後
詰
の
城

と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
森
と
題
摩
郡
で
は

一
番
高
い

城
跡
で
西
は
江
津
、
東
は
大
社
ま
で
見
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。
南
北
に
二
つ
の
峯
が
あ
り
、
従
来
、
北
側

の
峯
に
は
郭
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査

で
南
側
の
峯
に
も
郭
が
確
認
さ
れ
た
。
主

郭

部

は

二
十

れ
×
三
十
五

印
を
測
る
。
仙
山
は
永
禄
三
年
に

毛
利
氏
が
山
吹
城
の
奪
取
を
試
み
て
在
陣
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
広
い
範
囲
に
郭
が
分
布
す

る
。
今
後
、
さ
ら
に
充
分
な
分
布
調
査
と
、
実
測
が

必
要
で
あ
る
。

仁
摩
町
で
は
柑
子
谷
の
平
田
城
跡
か
ら
石
見
山
城

跡
ま
で
宅
野
方
面
に
向
け
て
道
路
沿
い
に
点
を
と
城

跡
が
存
在
す
る
。
こ
の
内
、
石
見
山
城
跡
は
、
掘
り

切
り
や
土
塁
を
残
し
て
い
る
。
築
城
年
代
等
明
ら
か

で
な
い
。

温
泉
津
町
で
は
、
湯
里
に
温
泉
城
、
福
光
に
不
言

城
が
あ
る
。
前
者
は
玉
造
か
ら
来
た
温
泉
氏
の
居
城

と
言
わ
れ
、
後
者
は
石
見
吉
川
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
。

沖
泊
に
は
港
を
守
備
し
た
、
櫛
山
城
跡
、
鵜
ノ
丸
城

跡
が
あ
る
。

邑
智
町
に
於
い
て
は
佐
波
氏
関
係
の
城
跡
が
多
数

存
在
す
る
。
こ
の
内
「
青
杉
ケ
城
は
特
に
著
名
で
あ

る
が
、
尾
根
上
に
点
々
と
郭
が
存
在
し
、
丸
尾
城

・

安
右
ヱ
門
山
城
と
呼
称
す
る
も
、
そ
の
区
切
り
が
あ

ま
り
明
確
で
は
な
い
。

大
和
村
に
も
佐
波
氏
、
高
橋
氏
関
係
の
城
跡
が
多

数
存
在
す
る
。
要
路
城
は
郭
の
数
が
約
二
十
五
あ
り
、

縦
掘
、
畝
掘
、
掘
り
切
り
等
構
造
も
多
岐
に
亙
っ
て

い
る
。

羽
須
美
村
は
、
日
羽
氏
の
本
居
地
で
、
出
羽
川
に
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東

。
南

・
北
の
三
方
を
田
ま
れ
た
天
然
の
要
塞
に
築

か
れ
た
琵
琶
甲
城
が
あ
る
。
こ
の
城
の
縦
掘
り
は
巾

三
η
ｌ
五
η
の
広
い
も
の
で
比
高
差
も

二
十

η
！

四
十

η
あ
る
も
の
も
あ
る
。、
ま
た
、
山
麓
に
は
三
方

を
土
塁
で
囲
ま
れ
た
館
跡
状
の
施
設
も
存
在
す
る
。

赤
来
町
に
は
赤
穴
氏
が
居
城
ど
し
た
瀬
戸
山
城
が

あ
る
。
慶
長
五
年
廃
城
と
な
る
が
、
郭
に
は
石
垣
が

巡
っ
て
お
り
、
県
下
の
城
郭
の
う
ち
、
石
垣
の
導
入

過
程
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

２
．

寺
　
院
　
跡

石
見
銀
山
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
と
し
て

「銀
山
百

ケ
寺
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

百
ケ
寺
を
養
え
る
程
、
銀
山
が
繁
盛
し
た
と
い
う
意

味
か
、
現
実
に
銀
山
に
百
ケ
寺
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
、

一
時
期
に
は
百
ケ
寺
ま
で
は
な
い
が
、
廃
寺
に
な
っ

た
り
、
移
転
し
た
り
し
た
寺
を
合
計
し
た
数
で
あ
る

の
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

調
査
の
足
が
か
り
に
し
た
の
は

「寛
政
元
年
　
石

見
国
銀
山
危
絵
図
」

（高
橋
家
文
書
）
二
十
六
ケ
寺
、

「慶
応
三
年
丁
卯
年
元
月
寺
社
家
現
名
書
帳
仁
摩
郡

銀
山
町
」
（高
橋
家
文
書
、
上
野
家
文
書
）
二
十
九
寺

や
切
図
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
絵
図
と
現
地

は
容
易
に
は
照
合
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
高
橋
源
氏

山吹城大手口付近実測図
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や
、
上
野
武
三
氏
に
絵
図
の
位
置
を
二
十
五
百
分
の

一
の
地
図
に
お
よ
そ
の
位
置
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
か
ら
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
現
地

調
査
を
始
め
て
見
る
と
山
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
や
、

山
の
中
で
は
目
印
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
少
な
く
難

渋
し
た
。

結
果
と
し
て
大
田
市
大
森
町
地
内
で
二
十
三
ケ
寺

の
寺
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
細
川
幽
斉
の

「
九
州
道
の
記
」

（天
正
十
五
年
）

に
見
え
る
慈
恩
寺
等
は
現
在
も
今
も

っ
て
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
周
辺
地
域
に
存
在
す
る
寺

で
元
は
銀
山
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
が
多
々
あ
る
。　
一
方
、
今
回
の
調
査

で
寺
の
跡
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
内
、
そ
の
大
半
は
、

そ
の
伽
藍
配
置
等
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず

今
後
の
調
査
に
期
待
す
る
部
分
も
多
い
。

３
．

街
道
跡
と
道
標

天
正
十
五
年
に
細
川
幽
斉
が
石
見
銀
山
を
訪
れ
て

い
る
が
、
こ
の
時
の
ル
ー
ト
が

一
つ
の
参
考
に
な
る

と
思
う
。
こ
の
時
は
仁
摩
か
ら
銀
山
に
入
り
、
温
泉

津
に
抜
け
て
い
る
。
仁
摩
か
ら
銀
山
に
入
る
ル
ー
ト

は
柑
子
谷
を
通
り
畑
坂
を
越
え
た
の
か
、
ぁ
る
い
は
、

首標 左 宅野の道標 中 松山の道標 右 赤名の道標
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大
田
市

大
森

町
銀

山
地

区
寺

院
一
覧

表
(黒
河
邦
之

作
成

)

寺
 

院
 

名
宗

 
派

倉
」 立

年
月

日
言
己

付

○
清
 

水
 

寺
真
 

言
 

宗
延

暦
17年

(798)

最
初

は
石
銀

山
の
項

に
あ
っ
て
上
宮
太
子

が
建

立
し
天
智
寺

と
い

う
(天

池
寺

と
も
い

う
ち
清
水
寺
縁

起
よ
り
。

延
暦

17年
(798)に

清
水
寺

と
改
号

し
清
水
谷

の
地

に
移
転

す
る
。

慶
長

4年
9月

2日
の
棟

札
以
下

8枚
が
保
存

さ
れ
て
い

る
。
清
水
谷
最
後

の
堂
宇

は
安
政

の
終

り
か

ら
万

延
元
年

に
か
け
て
建

立
さ
れ
、
五

間
四
面

の
本
童

の
外

、
仁
王

門
、
鐘
楼

、
山
本申
社

、
御
影
堂

、
宝
庫

、
庫
裡
、

末
社

、
土
蔵

等
の
諸
宇

あ
り
と
記

さ
れ
て
い

る
。

明
治

11年
に
休

み
谷

に
移

り
宝
珠

寺
跡

に
建

立
す

る
。

昭
和

6年
3月

、
神

宮
寺

、
長
楽
寺

を
合
併

。

○
神
 

宮
 

寺
真
 

言
 

宗
天

文
18年

(1549)

天
文

18年
8月

、製
鉱
吹

大
工

、房
宗
発
願

し
信
養
坊

を
建

立
、
山
榊
宮
別

当
に

し
て
石
銀

山
の
麓

に
あ
っ
た
。

慶
長

16年
(1611)3月

大
火

災
に
あ
い
、
栃
畑

谷
へ
移

り
再
建

す
る
。

明
治

10年
9月

、
昆
布

谷
の
長
楽
寺

を
合
併

す
る
。
同

32年
9月

、
大
森
村
字

川
岸
町
平

に
移
転

し
堂
宇

を

改
築
す

る
。

大
正

■
年

3月
8日

、
暴
風

の
た
め
全
壊

し
其

の
後
再
興

の
計
成

ら
ず
昭
和

6年
清
水
寺

に
合
併

。

○
長
 

楽
 

寺
真
 

言
 

宗
不
  

明

長
楽
寺

は
も
と
仙

ノ
山

に
あ

り
、

そ
の
後
昆
布

山
谷

に
移
転

絵
図
及
高
橋

源
氏
蔵

の
絵

図
に
は
当
寺
院

が
描

か
れ
て
い

る
。

明
治

10年
9月

、
神
宮
寺

に
合
併

す
る
。

除
地
拾
石

。
狩
野
藤

原
治
郎
画

の
絵

馬
あ

り
。

天
狗
堂

は
元
就

公
建

立
、

自
筆
棟

札
あ

り
。

本
尊

は
役
之
行
者

直
作

と
伝

え
ら
れ
て
い

る
。

(年
暦

不
祥
】
野

沢
氏
蔵

。
文
化
年
代

の
銀

山

○
大

音
寺

浄
 

土
 

宗
慶

長
15年

(1610)

本
尊

、
阿
弥
陀
如

来
。
慶

長
15年

8月
本
寺
第
二
代

目
住
職

良
随

開
基

。
そ
の
後

、
文
化
年
代

に
火

災
に
あ
い
、
諸
書
類
焼

失
し
仏
像

の
み
残

る
。
同
寺
住
職
皆

心
再
建

(年
不
詳
光

境
内
仏
堂

と
し
て
妙
見
堂

(寛
永

年
中
建

立
祐
極
楽
寺

に
合
併

す
る
。

○
大
 

安
 

寺
浄
 

土
 

宗

極
楽

寺
末

慶
長

10年

(1605)

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来
。
慶

長
10年

、
極
楽

寺
第
二
代

目
住

職
良
随
開
基

。
大
久
保
石
見
守

よ
り
建
立
寄

附
。

そ
の
後
度

々
修
理

し
、
明
治

8年
再
建

。
大
正
初
年

に
廃
絶

す
る
。

境
内

に
大
久
保
候

の
墓
所

あ
り
、
「
大
安
院
殿

正
容

一
的
朝

覚
大
居
士
」
慶

長
18年

癸
丑
四

月
廿

八
日
。

○
極

楽
 

寺
浄
 

土
 

宗

鎮
西
派

永
禄

3年
(1560)

永
禄
三
年
四

月
本

山
清
浄
華

院
第
二
十
一
代
住
職

良
林
和

尚
の
開
基

。
毛
利

元
就

公
よ

り
地

所
を
拝

受
し
本

山
出
張

所
と
定

め
ら
れ
、

そ
の
後

、
元
亀
二
年

(1571)八
月
、
極
楽

寺
の
号

を
給

わ
り
、
寛
永
年

中
再
建

。

享
保
年

中
修
理

、
明
治

12年
再

々
建

。
境

内
佛

堂
と

し
て
地
蔵

堂
、
薬
師
堂

。
同
寺
青
貝
天
丼

は
旧
山
吹
城
天
主
閣

の
天
丼

を
そ
の

ま
ま
持

つ
て
来

た
も
の

と
い
わ
れ
、
当
時

の
山
吹
城

の

構
壮

を
知

る
一
資
料

で
あ
っ
た
。
昭
和

14年
火

災
で
焼

失
。
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○
大

竜
寺

臨
 

済
 

宗
天
正

10年
以

前

(1582)

本
尊

、
釈
迦

如
来
.創

立
天
正

12年
3月

、
以
清
和

尚
開
基

と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
分
布

調
査

で
開
基

の
石
塔

が
見

つ
か

り
、

そ
の
碑

文
に
は
「
天
正
十
年
壬

年
四

月
十
六

日
大
竜

開
山
以
清
泉
大
和

尚
」

と
あ

り
、

そ
れ
以
前

と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
堂
宇

は
嘉
永

4年
6月

20日
大
洪
水

の
た
め
破

壊
し
た
の
で
、
当
時
兼
務

で
あ
っ
た
浜

原
村

、
妙
用
寺

14代
住

職
遠
州
和

尚
が
再
建

し
た
。

明
治

27年
、
現
益

田
市
の
高
津

へ
移
転

。

○
西

福
寺

浄
土

鎮
西

派

不

明
不

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来
。

由
緒

は
中
古
焼

失
の
た
め
不
詳
。

同
寺
末

に
引
接

堂
あ

り
。
明
治

3年
4月

本
寺
西
福

寺
20代

目
住

職
得
与

開
基

。

菩
提

の
た
め

に
建

立
す

と
伝

う
。

元
禄

中
期

(1695年
頃
)の

銀
山
古
地

図
に
は
絵

図
と

し
て
載

っ
て
い

る
。

○
西
 

向
寺

浄
土
 

宗

鎮
西

派
明

不
本
尊

、
阿
弥

陀
如
来
。

由
緒

は
中
古
焼

失
に
つ

き
不
明
。

○
妙

本
寺

日
蓮

宗
明

不(元
亀
年
間

?)

本
尊

、
釈
迦

多
宝

両
尊
。
開
基

は
宝
泉
院

日
鏡
上

人
。
元
亀

5年
4月

8日
創
立

(注
.大

正
11年

発
行
、

石
見
榊
社

案
内

に
は
上

記
の

よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
元
亀
年

間
は

3年
ま
で
で

あ
る

)。

そ
の
後
天

明
2年

(1782)に
焼

失
の
た
め
書
類

一
切
残

ら
ず
不

明
。

○
本
 

法
 

寺
日

蓮
宗

勝
劣
派

明
不

本
尊

、
祖
師

日
蓮

。
銀

山
清
水
谷

の
本
法
寺
跡
境

内
に
開
基
等
銘
記

の
石
碑

あ
り
。

そ
れ

に
よ

る
と
開
基

は
日
顕
上

人
、
二
代

日
賢
上
人

、
三
代

日
陽
上

人
と
な
っ
て
い

る
。
古

文
書

、
漫
茶
羅

(唐
紙
)一

幅
但

し
本
門
宗

第
二
祖

日
興
上

人
筆

、
正

中
元
年

(1324)2月
8日

。
元
禄

中
期

の
古
地

図
に
は
相

当
大

き
な
堂
宇

が
描

か
れ
て
い

る
。

○
順

 B券
 
寺

真
宗

東
派

不
明

元
天

台
宗

南
古

庵
と
い

い
、

の
ち
第

8世
了
明

が
改

宗
改
称

す
る
。

天
正

15年
(1587)本

山
第

12世
教

如
上

人
が
九
州

へ
行

か
れ

た
時

、
了

明
が
随

行
し
帰

路
当
寺

に
三

年
間

滞
在

さ
れ
、
法

衣
、

念
珠

、
親

筆
を
与

え
帰

京
す

る
。

現
寺

院
跡

は
三

度
目
の
地

で
以

前
は
上

方
奥

に
あ
っ

た
。

そ
の
後

火
災

に
あ
い
現

存
す

る
も
の

は
親

筆
と
書

類
だ

け
で

あ
る
。

明
治

27年
大
屋

町
に
移
転

す
る
。

当
時

の
古

文
書

類
は
久

手
町

の
森

下
晃

氏
が
保

管
さ
れ

て
い

る
。

○
妙
 

正
寺

日
蓮

宗
妙
楽

寺
派

明
不

本
尊

、
三

宝
祖

師
。

元
清

水
谷

に
あ

っ
て
本
逃

院
と
い

う
。

そ
の
後

大
破

に
及

ん
だ

が
永

正
11年

(1514)

日
忠

と
い

う
旅

僧
が
再

興
し
、
同

年
5月

15日
現

地
へ

移
し
寺

号
改

称
。

昭
和

18年
の
大

水
害

の
た

め
崩

壊
(山

崩
れ
)す

る
。

○
吉
 

祥
 

寺
曹
 

洞
 

宗
元

亀
年

中

本
尊

、
釈
迦
牟

尼
仏
。
元

亀
年

中
(1570～

1573)に
三
隅
雲
龍
寺

12世
英
庵

の
開
山

と
伝

え
ら
れ
て
い

る
が
、
宝
永

2年
ご
ろ

(1705)よ
り
銀

山
龍

昌
寺

の
末
寺

に
な

り
、
同
時

10世
元

山
が
建

立
す

る
。

そ
の
後

、
安
政

6年
(1856)4月

栄
泉
寺

19世
慈
碑
鑑

寺
中

を
再
建

立
し
た
が
明
治

5年
の
震

災
で
堂
宇

破
壊

し
た
が
、
同

12年
5月

栄
泉
寺

慈
憧
和

尚
の
代

に
再
建

し
、
同
時

に
栄
泉
寺
末

と
な
る
。

―輩―



寺
院

名
宗

 
派

創
立

年
月

日
言
己

付

○
本

経
寺

本
 

門
 

宗

要
法

寺
末

不
明

本
尊

、
日
蓮

上
人

。
元
禄

中
期

の
銀

山
古

地
図

に
大

谷
筋

に
絵

図
と

し
て
載

っ
て

い
る
が

そ
の
他

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る
。

○
龍
 

昌
 

寺
曹
 

洞
 

宗
応

永
年

中

本
尊
、
釈
迦
牟

尼
仏
。
玉

峰
山
龍

昌
寺

は
応
永
年

中
(1394～

1428)に
大
和

国
補
巌
寺

開
山
了
堂
禅
師

が

薩
摩
国
巡

化
の
阪
路

、
銀

山
仙

ノ
山
山
中

に
草
庵

を
結

ん
で
一
年

、
所
持

の
杖

を
こ
の
庵

に
留

め
和
州

に
販

ら
れ

し
が
寛
正
年

中
(1460～

1466)に
山
吹
城

中
に
移

し
内
寺

と
成

す
(以

上
、
石
見
国
41社

案
内
祐

ま
た
永
正
年
中

(1504～
1521)に

補
巌
寺
八
世
住

明
庵
利

尚
が
了
堂
禅
師

の
追
跡

が
あ
る
こ
と
を
尋

ね
て

銀
山

に
来

て
総
光
寺

を
建

立
し
大
永

7年
(1527)山

吹
城

の
内
寺

に
移

り
、
後

口
に
瀧

が
あ

る
の

を
も
っ
て

瀧
照
寺

と
定

め
、
多
々
良
義
隆

よ
り
寺
領

三
百
石

を
寄
附
せ

ら
れ

し
が
永
禄
年

中
(1558～

1570)度
々
軍
役

の
事

あ
り
し
に
出
す

に
人
夫

な
き
を
以

っ
て
寺
領

を
差

出
す
。

文
禄

3年
(1594)曹

洞
宗

の
禄
役
所

と
な

り
、

ま
た
枚
願
所

と
定

め
ら
れ

る
。

そ
の
後

、
慶

長
9年

(1604)奉
行
所
へ

出
願

し
て
現
境

内
へ
移

し
諸
堂

を
建

立
す

る
。

同
10年

寺
号

を
龍

昌
寺

と
改

む
(以

上
、
石
見
国
神
社

案
内
祐

昭
和

30年
頃

、
久
利

町
の
福

昌
寺

と
合
併

し
、
福

昌
山
龍

昌
寺

と
な

る
。

今
回
の
追
跡

分
布

調
査

で
同
寺
墓
所

に
て
天
正

、
慶

長
年
間

の
石
塔

多
数

を
発
見
す

る
。

安
 

立
 

寺
聰

舌
層

明
不

本
尊

、
阿

弥
陀

如
来

。
除
地

拾
五

石
二

十
。
毛

利
元
就

之
像

有
。

○
宝

珠
寺

宗

派

一言野

真高
文

禄
年

間

除
地
拾

石
。
毛
利
輝
元
寄

附
の
鐘

有
り
。
鋳

師
安
芸
守
證

友
調
之
。

本
尊
阿
弥

陀
如
来
。
合
寺

白
空
庵
本
尊
聖
観

世
音

菩
薩

、
文
禄

年
間

(1592～
1595)大

江
朝

臣
毛
利
輝
元

其
幕
僚

と
共

に
武
運

長
久
祈
願
道
場

と
し
て
大
森
町
銀

山
に
建

立
し
た
が
明
治

10年
6月

8日
、
高
野
寺
住

職
将

海
和

尚
令
法
久
住

の
た
め
、
三
原
村

田
窪
平

田
氏

の
先

自
空
庵
へ
合
寺

し
、
寺
庵
共
存

を
聞
届

け
ら
れ

る
。

自
空
庵

は
元
禄
年

中
(1688～

1704)僧
自
空

の
開
創

で
あ
る
。

明
治

11年
、
当
寺
跡
地

へ
清
水
寺

が
建

立
さ
れ

る
。

○
太
 

鼓
 

堂
明

不
除
地

拾
石

。
太

鼓
領

と
し
て
毛

利
元
就

之
時

。
建

立
時

は
不

明
で

あ
る
が
元
禄

中
期

の
銀

山
古
地

図
に
は
絵

図
と

し
て
記

載
さ
れ

て
い

る
。

薬
 

師
 

寺
宗派

一言野

真

高
明

不
本
尊
、
薬
師
如
来

。
も
と
清
水
谷

に
あ
っ
た
。
川
北
其

の
本
願

に
て
建

立
し
如
来
寺

と
い
っ
て
い
た
が

そ
の

後
堂
宇
破

壊
し
、
清
水
寺
境

内
に
移

り
、

そ
の
後
羅
漢

寺
境

内
へ
移
転

す
る
。

大
 

楽
 

寺
宗

派

孝一口一醐帥

真

醍
貞

享
元

年

(1684)

本
尊

、
十
一
面
観

世
音
菩
薩

。
貞
享

元
年

(1684)武
蔵

国
産
大
僧
都
悟

尚
師

が
銀

山
へ
来

て
本
堂
及

び
諸

建
物

を
新
築

す
る
。

そ
の
後
堂
宇

全
滅

し
寺
号
寺
跡

の
み
。

○
西
 

善
寺

義派
土

浄

本
明

不

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来
。
元
真
言
宗

で
銀

山
に
あ

り
、
開
基

は
祐
浄

と
い

う
。

第
5代

閑
専

が
改
宗

し
、
明
治

7年
,焉
路
村
神
子
路

に
移

す
。

同
14年

6月
再
建

す
る
。

―】―



専
 

念
 

寺
浄

土
 

宗

知
恩

院
末

明
不

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来

。
も
と
銀

山
の
栃
畑

谷
に
あ
っ
た
が
元
祥
二
年

(1689)大
壇

那
主
郷
原
勝

久
が
仁
摩

郡
温
里
村

に
移
転

す
る

(移
転

年
月
不
明
光

○
大

満
寺

浄
土
 

宗

清
浄

華
院

末

年
寛

永
2

(1625)

開
山

は
近

誉
随

天
和

尚
。

寛
永

2年
(1625)銀

山
林

谷
に
一
宇

廃
頼
無
住

の
寺

が
あ

る
の

を
幕

府
の
許

可

を
得

て
享

保
元

年
(1716)鳥

井
村

へ
移
転

す
る
。

文
政

3年
(1820)6月

、
本

堂
再

建
す

る
。

開
基

は
石

川
勘

左
ヱ

門
と
な

っ
て

お
り
娘

の
早

世
を
な

げ
き
僧

と
な

リ
ー
寺

建
立

を
発

起
し
て
林

谷
に
随

天

和
尚

が
開

山
す

る
。

光
蓮
 

寺
薪派

土
浄本

明
不

開
基

は
菩
応

で
、

も
と
銀

山
の
吉
迫

に
あ
っ
た
の

を
、
享
保

21年
(1736)3月

、
水
上
村
三
久
須

に
移
転

す
る
。

願
 

勝
 

寺
弟派

土
浄本

慶
長

8年
12月

18日

(1603)

元
銀

山
の
昆
布

山
谷

に
あ
っ
た
の

を
出
雲

国
知
井
宮
村

に
移

し
(年

月
不
明

)、

そ
の
後
今
度

は
邑
智
郡

簗
瀬
村

に
移

り
(年

月
不

明
)、

そ
し
て
同
郡

三
原
村
へ
転
地

し
、

そ
し
て
仁
摩
郡

水

上
村
三
久
須

に
移
転

す
る
。

浄
福
 

寺
浄

主
具

示

本
  

派

慶
長

9年
(1604)

慶
長

9年
(1604)8月

創
立
。
開
基

は
祐
専

。
も
と
銀

山
の
本

谷
に
あ
っ
た
の

を
正
徳

3年
(1713)3

月
、
恵
林

の
代

に
仁

摩
郡

水
上
村

白
罫

に
移
転

す
る
。

明
 
恩
 

寺
薪派

織本
元

和
6年

(1620)

も
と
佛

心
寺

と
い

う
禅
宗

で
あ
っ
て
、
元
和

6年
(1620)7月

3日
、

山
内
新
十
郎
入
道
養
安

こ
の
地

を

領
し
、
其

の
本
奪

に
奉
仕

す
る
。

の
ち
銀

山
に
あ
っ
た
明
恩
寺

を
大
家
村

に
移

し
て
合
併

す
る
。

そ
の
後

、
明
治

26年
1月

17日
に
火

災
に
て
焼

失
す

る
。

同
28年

9月
10日

再
建

す
る
。

月
 

照
 

寺
曹
 

洞
宗

竜
昌
寺

末

天
正

4年
(1576)

本
尊
釈
迦
牟

尼
如
来
。
天
正
四
年

(1576)黙
空
奥
禅
和

尚
の
開
創

に
し
て
、
元
銀

山
大
谷

に
あ
っ
た
の

を

正
徳

三
年

(1713)、
天
河

内
の
善
興

寺
法

善
和

尚
が
井

田
村
菰

口
に
移

す
。

浄
 

円
 

寺
薪派

土
浄本

天
文

年
間

(1532～
1555)

も
と
天

台
宗

で
あ
っ

て
銀

山
下

河
原

町
に

あ
っ

た
の

を
天

文
年

間
(1532～

1555)当
社

桜
野

へ
移

し
改
宗

す
る
。

の
ち
天

正
年

間
(1573～

1592)当
山
住

職
の

了
恩

が
五

十
猛

村
大

浦
の
現

在
地

へ
移
転

し
堂
宇

を
建

立
す

る
。

○
長
 

泉
 

寺
薪派

土
浄本

明
不

も
と
禅

宗
で

あ
っ

て
銀

山
下

河
原

町
に

あ
っ

た
。

元
和

年
間

(1615～
1624)住

職
空

玄
の
代

に
改
宗

し
長

泉
寺

と
号

す
。

明
治

12年
10月

28日
、

五
十
猛

村
湊

の
現

在
地

に
移

す
。

浄
 

光
 

寺
鋪派

土
浄本

明
不

元
銀

山
下

河
原

に
あ

っ
た
。

天
文

年
間

(1532～
1555)の

大
洪

水
で
崩

壊
し
た

が
再

建
す

る
。

正
徳

6年
(1715「

享
保

元
年

」)住
持

林
月

の
代

に
仁

摩
郡

大
国

村
山
根

に
移
転

す
る
。

―】―



寺
 

院
 

名
宗

 
派

倉
↓ 立

年
月

日
言
己

付

勝
 

立
 

寺
曹
 

洞
 

宗

龍
昌
寺

末
早

保
11年

(1726)

本
尊

、
釈

迦
如

来
。

当
時

は
銀

山
に

あ
っ

た
が
享

保
11年

(1726)2月
、
仁

摩
郡

大
国
村

へ
移

し
、

中
原

二
郎

兵
衛

、
井

上
六

郎
兵

衛
等

が
田
畑

山
林

を
寄

附
し
、
智

厳
禅

師
を
開

山
と
す

る
。

文
久

2年
(1862)焼

失
後

再
建

す
る
。

願
 

泉
 

寺
義派

土
浄本

明
不

元
真

言
宗

で
あ
っ

て
金

剛
院

と
い

っ
た
。  

′

仁
摩
郡

佐
摩

村
銀

山
に

あ
っ

た
の

を
天

文
16年

(1547)、
僧

教
禅

が
改
宗

し
て
寺

院
名

も
覚

法
寺

と
改
称

す

る
。そ

の
後

、
邑
智
郡

吾
郷

村
寺

ノ
迫

へ
移
転

す
る

(年
月

日
不

明
)。

明
 

顕
 

寺
義派

土
浄本

明
不

元
銀

山
の
大

谷
に

あ
っ

た
の

を
享

保
年

中
(1716～

1734)に
静

間
村

八
日
市

に
移
転

す
る
。

正
願
 

寺
鎌派

土
浄本

万
治

2年
(1659)

元
銀

山
に

あ
り
焼

失
後

延
里

村
に
移
転

す
る
。

移
っ
た

の
は
宝

暦
の
初

め
と
い

わ
れ

て
い

る
。

現
在

の
堂

宇
は
明

治
41年

4月
の
再

々
建

。

当
時

福
原

村
だ

け
で

も
数

十
軒

の
問
徒

が
あ

り
、
廷

里
村

に

報
 

恩
 

寺
浄

土
 

宗
永

禄
元

年

(1558)

永
禄

元
年

(1558)専
察

上
人

が
銀

山
に
創

立
す

る
。

元
禄

年
間

(1688～
1703)宮

厳
の
代

に
仁

摩
郡

五
十
猛

村
畑

井
、

丸
山
七

郎
兵

衛
の
助

力
に

よ
っ

て
畑

井
に
移
転

す
る
。

定
 

徳
 

寺
浄
 

土
 

宗

知
恩

院
末

明
不

本
尊

、
阿

弥
陀

如
来

。
元

銀
山

に
あ

っ
た

の
を
宝

永
7年

(1710)、
山
根

七
左
衛

門
が
邑

智
郡

吾
郷

村
へ

移
す

。

浄
蓮
 

寺
薪派

土
浄本

明
不

元
禅

宗
で
銀

山
に

あ
っ

た
。
永

禄
年

間
(1558～

1569)に
改
宗

す
る
。

寛
永

年
間

(1624～
1628)に

住
職

正
順

の
代

に
邑

智
郡

川
越

村
渡

村
に
移
転

す
る
。

宝
暦

4年
(1754)2月

18日
、

本
佛

寺
号

を
許

さ
れ
、
浄

念
寺

と
称

し
て

い
た

が
、

旧
称
浄

蓮
寺

に
復

す
。

荒
 

神
 

寺
宗

派

一言野

真

高
元

禄
年

間

(1688～
1703)

元
禄

年
間

(1688～
1703)の

創
立

で
戎

観
和

尚
を
開

山
一

世
と
す

る
。

移
転

年
月
不

明
で

あ
る
が
邑

智
郡

吾
郷

村
吾

郷
の
弥

靭
寺

へ
移

す
。

大
檀

越
山
根

八
左

衛
門
種

勝
は
菩

提
滅

罪
の

た
め
一

寺
建

立
の
志

願
を
発

し
、

自
か

ら
本

願
施

主
と
な

り
、
銀

山
の
荒

榊
寺

を
移

し
、

つ
い

に
成

就
す

る
。

快
 

算
 

院
真
 

言
 

宗

配
醐

寺
末

不
明

本
尊

、
正
観

世
音
菩

薩
。
元
銀

山
大
谷

に
あ
っ
た
が
享
保

8年
(1723)6月

、
本
村
森

氏
の
先
代

で
篤
信

者
久
兵
衛

と
い

う
も
の
、
都
治
村

の
本
郷
へ
移

し
山
林

田
畑

を
悉

く
寄
附
す

る
。

専
 

応
 

寺
鎌派

識本
不

明

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来
。
銀

山
の
石
銀

に
あ
っ
た
の

を
元
祥

13年
(1700)に

那
賀
郡

下
松

山
村

に
移
転

す
る
。

(年
月
不
明
光

明
治

16年
12月

15日
焼

失
す

る
。
同

26年
8月

4日
再
建

す
る
。

―営―



浄
 

国
 

寺
浄

土
 

宗

知
恩

院
木

明
不

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来

。
正
徳

4年
(1714)10月

23日
、
那
賀
郡
下
松

山
村
上
河
戸
へ
移
転

す
る

(年
月
不

明
祐

○
徳
 

害
寺

薪派
織本

年
慶

長
17

(1612)

本
尊

、
阿
弥
陀
如
来
。
慶

長
17年

(1612)教
順

が
銀

山
大
谷

の
地

に
創
立

す
。

明
治

19年
5月

25日
、
那
賀
郡

今
市
村

阪
本

に
移
転

す
る

(現
、
旭
町
今
市
祐

な
お
、
今
回

の
分
布

調
査

で
当
寺
跡

よ
り
天

正
、
慶

長
年

間
の
石
塔

を
発

見
し
た
が
創
立
年

月
か

ら
見
て

、
こ
れ
は
上
部

の
山

か
ら
落

ち
た

も
の

と
思

う
。

恵
 

光
 

寺
一ボ康

真ジ

土
浄

太
年

寛
永

2

(1625)

寛
永

2年
(1625)8月

15日
、
僧
玄
知

が
創
立
す

る
。

正
徳

元
年

(1711)2月
、
五
世
玄

了
が
現
益

田
市

久
城

へ
移
す
。

法
 

専
 

寺
鋪派

土
浄本

天
文

23年

(1554)

否
香
縦
缶

天
解

賢
性
搭

宏
ほ
え
蟄

讐
糸
満
願
寺

を
第

2世
常
玄

の
時
法
専
寺

に
改

め
る
。

3世
常
円

の
時
火

災
に
て
全
焼

し
、

4世
常
芸

の
時

、
寛
永

17年
(1640)鳥

井
村

山
根

に
移
転

す
る
。

貞
享

元
年

(1684)本
堂
建

立
。
元
禄

11年
(1698)庫

裡
造
立

す
る
。
文
政

5年
(1822)に

は
経
蔵

を

造
立
す

る
。

本
尊
、
阿
弥
陀
如
来
。
開
山
は
竜
玄
。

寺
宝

と
し
て
親
鸞

聖
人
御
筆

表
白
文
、
百
万
塔
陀
羅

尼
経
等

が
あ

る
。

○
長
 

福
 

寺
曹
 

洞
 

宗
不

明
元
禄

中
期

の
古
地

図
及

び
寛
政
元
年

の
絵

図
に
は
銀

山
昆
布

山
谷

に
図
示

さ
れ
て
い

る
。

創
立
時

は
不
祥

で
あ
る
が
、
明
治

14年
4月

23日
に
久
利
村

に
あ
っ
た
長
祐

寺
に
合
併

さ
れ

る
。

蓮
 

教
 

寺
輯派

土
浄本

年
慶

長
15

(1610)

銀
山
栃
畑

谷
か

ら
い
つ

ご
ろ
出

た
か
は
不
明
で

あ
る
が
当
時

の
縁
起

に
は
次

の
よ

う
に
記

し
て
あ

る
。

銀
山
奉
行

の
竹
村
丹
後
守

が
木
佛

尊
像

を
供
奉

し
、
着
任

す
る
や
直

ち
に
栃
畑

谷
を
開

き
一
宇

の
坊
舎

を
創

設
し
其

の
供
奉

す
る
木
佛

尊
像

を
奉

安
し
朝

夕
礼
拝
供

養
怠

ら
ざ

り
き
。

こ
の
佛

像
は
阿
弥

陀
如
来

の
立
像

に
し
て
聖
徳
太
子

御
製
作

一
刀
三
拝

の
御
霊
像

な
り
。

こ
の
佛

像
を
48ヶ

即
ち
本
佛

の
誓
願

48に
解
体

す
る
こ
と
を
得

、
御
胸

の
中

に
は
長
方
形

の
本
札

あ
り
て
聖
徳

太
子
御
彫

刻
を
証

明
せ

ら
る
天
下
稀

有
の
御
霊
像

に
し
て
世

に
三
体

の
一
つ

と
称

す
別
冊

書
類

あ
り
し
が
宝
暦

の
初

年
本

山
御
門

跡
御

召
し
に
よ

り
、
銀

山
領

代
官
第
十
七
代
天
野
助
次
郎
氏

の
手

を
経

て
本

山
に
送

り
し
が
其

の
ま
ま
書
類

不

明
と
な
れ

り
。

泉
 

光
 

坊
不

明
明

不
元
禄

中
期

の
銀

山
古
地

図
及

び
寛
政
初

年
の
絵

図
に
は
大
谷

の
奥

、
坂
根

口
番
所
近

く
に
図
示

さ
れ
て
い

る

が
詳
細

は
不
明
。
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大
国
か
ら
大
森

へ
越
え
て
き
た
の
か
よ
く
判
ら
な
い

が
温
泉
津
に
抜
け
る
の
は
郷
路
坂
を
通
っ
た
も
の
と

し
て
よ
い
と
思
う
。
銀
の
搬
出
ル
ー
ト
は
毛
利
氏
の

時
代
に
は
温
泉
津
の
古
柳
港
と
か
、
沖
泊
港
と
か
が

利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
や
は
り
郷
路

坂
が
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
大
森
か
ら
大

国
に
越
え
る
ル
ー
ト
上
に
は
大
国
地
内
に
道
標
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
郷
路
坂
を
越
え
る
ル
ー
ト
上
に

は
温
泉
津
町
松
山
地
内
に
道
標
が
残

っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
銀
の
搬
出
ル
ー
ト
は
大
森

―
萩
原
―
別
府
―
粕
淵
―
浜
原
十
九
日
市
―
湯
谷
―

赤
名
を
通
っ
て
尾
道
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
大
森
か
ら

出
発
し
て
九
日
市
で
一
泊
、
二
次
で

一
泊
し
て
二
泊

で
尾
道
ま
で
至
る
。
赤
名
に
は
道
標
が
あ
る
。

４
　
番
　
所
　
跡

今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
の
は
大
森
で
は
、
蔵
泉

寺
口
番
所
、
坂
根
口
番
所
、
温
泉
津
で
は
温
泉
津
番

所
跡
、
邑
智
町
で
は
酒
谷
番
所
跡
、
大
和
村
で
は
都

賀
行
日
番
所
跡
、
都
賀
番
所
跡
を
確
認
し
た
が
、
こ

の
他
に
も
、
文
献
上
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
番
所
跡

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
地
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
発
掘
調
査
等
を
通
じ
て
そ
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
．

そ
　
の
　
他

今
回
の
調
査
で
は
こ
の
他
に
鉱
山
跡
、
製
錬
所
跡

な
ど
を
分
布
調
査
し
た
が
、
鉱
山
跡
等
は
ま
だ
確
認

生
　
石
見
銀
山
の
石
造
物
に
つ
い
て

石
見
銀
山
の
寺
院
跡

石
見
銀
山
の
発
見
は
、
鎌
倉
時
代
と
考
え
ら
れ
る

が
、
大
永
六
年

（
一
五
二
六
）
に
銀
鉱
の
坑
道
採
掘

が
開
始
さ
れ
、
ま
た
間
も
な
く
灰
吹
法
に
よ
っ
て
現

地
で
銀
の
精
錬
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

産
銀
は
急
増
し
た
。
銀
山
が
隆
盛
を
極
め
た
の
は
、

慶
長
か
ら
寛
永
に
か
け
て
の
こ
ろ

（十
七
世
紀
前
半
）

で
、

「銀
山
日
記
」
に
は
、
こ
の
こ
ろ

「
家
数
二
万

六
千
軒
余
、
寺
百
ケ
寺
程
も
」
あ
っ
た
と
記
し
て
い

る
。　
一
〇
〇
か
寺
と
い
う
寺
院
数
は
に
わ
か
に
信
じ

が
た
い
が
、
銀
山
の
狭
い
谷
間
に
お
び
た
だ
し
い
人

口
が
密
集
し
て
い
て
、
こ
れ
に
対
し
て
か
な
り
の
数

の
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

戦
国
時
代
、
銀
山
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
に
創
立
さ
れ
と
し
て
廃
絶
、
合
併
あ
る
い
は

3.

石
見
銀
山
の
在
銘
石
塔
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
と
思
う
。
温
泉
津
町
福

光
で
は
福
光
石
の
石
切
り
場
等
特
色
の
あ
る
遺
跡
も

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜
部
　
吉
博
）

移
転
し
た
寺
院
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
の
ほ
か
地
名
に
そ
の
名

を
と
ど
め
て
い
る
が
ま
だ
実
態
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
合
め
て
、
約
七
十
の
寺
院
名
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
最
↓

こ
れ
ら
の
寺
院
の
中
で
、
現
存
す
る
か
、
現
存
し

な
い
が
そ
の
所
在
、
寺
域
な
ど
が
確
認
で
き
る
も

の
多
く
は
、
そ
の
後
背
地
や
周
辺
な
ど
に
墓
地
が
あ

り
、
各
種
の
石
造
物
が
存
在
す
る
。

註
１
　
石
村
禎
久

「
石
見
銀
山
異
記
下
」
石
見
銀

山
資
料
館
、
昭
和
五
十
七
年

石
造
物
に
つ
い
て

石
造
物
の
数
量
、
種
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の

寺
院
あ
る
い
は
墓
地
の
継
続
年
数
に
よ
っ
て
ち
が
う

が

（寺
院
は
現
存
し
な
く
て
も
墓
地
は

一
部
分
は
継

続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
）
、
古
く

か
ら
の
墓
地
で
は
お
び
た
だ
し
い
数
量
の
墓
石
等
が
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放
置
あ
る
い
は

一
隅
に
積
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
現
場
に
た
つ
と
、
ま
さ
に

鬼
哭
嗽
嗽
と
い
っ
た
感
が
す
る
。

種
類
と
し
て
は
、
宝
燃
印
塔
、
五
輪
塔
、
無
縫
塔
、

石
仏
、
各
種
の
墓
碑
や
記
念
碑
、
そ
の
他
特
殊
な
石

造
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
最
も
多
い
の
は
近
世

以
降
の
方
柱
型
の
墓
碑
で
あ
る
。

石
見
銀
山
の
石
造
物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国

史
跡
天
正
在
銘
宝
僚
印
塔
基
壇
、
県
史
跡
竹
村
丹
後

守
道
清
墓
所
の
宝
燃
印
塔
、
龍
昌
寺
元
寺
域
の
宝
僚

印
塔
、
五
百
羅
漢
坐
像
群
附
の
室
燃
印
塔
、
そ
の
他

の
周
知
の
も
の
に
つ
い
て
調
査
、
指
定
さ
れ
、
保
護

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
に
つ
い
て
の
調

査
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

こ
こ
で
は
中
世
末
、
近
世
初
頭
の
年
紀
あ
る
も
の

に
つ
い
て
調
査
し
た
概
要
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
放
置
さ
れ
、
朽
木
、
落
葉
の
下
に
埋
れ
て

い
た
も
の
で
、
今
後
悉
皆
的
な
調
査
を
す
れ
ば
さ
ら

に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
．

調
査
の
概
要

ｍ
　
徳
善
寺
跡
遺
跡
の
概
要

銀
山
川
の
上
流
に
近
い
大
谷
奥
の
坂
根
口
番
所
跡

隣
接
地
に
あ
る
。
浄
上
真
宗
の
寺
院
で
、
慶
長
十
七

年
創
立
と
伝
え
る
が
、
明
治
十
九
年
に
那
賀
郡
に
移

転
し
た
。
境
内
地
は
、
銀
山
川
沿
い
か
ら
背
後
の
山

ま
で
の
ほ
ぼ
四
十

η
×
二
十
五
れ
の
広
さ
で
、
東
に

開
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
況
は
畑
地
で
、
伽

驚
の
配
置
を
示
す
も
の
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る
が
、

背
後
の
山
の
岩
壁
を
ほ
り
こ
ん
で
つ
く
っ
た
浅

い
窟
が
四
か
所
あ
り
、
そ
こ
に
上
る
石
段
も
残

っ
て

い
て
、
中
に
宝
僚
印
塔
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
は
基
壇
が

一
辺

一
・
五
η
の
大
き
な

も
の
で
、
倒
壊
、
破
損
し
て
い
る
が
、
総
高
二
。
一

η
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
二
基

以
上
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
銀
山
川
の
川
辺

や
岩
壁
の
下
方

（畑
の
周
辺
）
に
は
小
形
の
一
石
五

輪
塔
、
宝
拡
印
塔
や
墓
碑
、
石
仏
な
ど
が
多
数
散
在

し
て
い
る
。
ま
た
背
後
の
山
丘
の
斜
面
に
は
墓
地
が

あ
り
、
お
び
た
だ
し
い
石
造
物
が
散
在
し
て
い
る
。

岩
壁
下
方
の
一
石
五
輪
塔
な
ど
は
こ
の
上
方
の
墓
地

か
ら
転
落
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

石
塔
に
つ
い
て

（１
、
４
、１０
）

調
査
し
た
の
は
三
基
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
小
形
の

一
石
五
輪
塔
で
、
石
材
は
当
地
方
で
多
用
さ
れ
て
い

る
凝
灰
岩
質
の
福
光
石
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

１０
は
、
一局
さ
六
三

・
六

師
（復
元
一局
六
四
・
四
∪

地
輪
下
端
辺
長
三
二
・
二

旬
、
地
輪
、
火
輪
の
面
は

綾
を
結
ぶ
線
に
対
し
て
二
ｔ
三

爾
の
ふ
く
ら
み
を
も

つ
。
主
軸
が
や
や
傾
い
て
お
り
、
各
輪
多
少
の
歪
が

あ
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

「
天
平
十
天
」
、
覇
歓
フ童

子
」
、

「
八
月
廿
八
日
」
と
塔
銘
が
三
行
に
分
刻
し

て
あ
り
、
底
面
は
浅
く
く
り
込
ま
れ
て
い
る
。
地
輪

の
上
部
に
は
、
簡
単
な
蓮
花
台
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

面
毎
に
、
外
側
に
低
い
蓬
弁
が
五
弁
彫
り
出
さ
れ
、

弁
間
に
も
小
さ
な
蓮
弁
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
水
輪

は
高
さ
が
低
く
、
断
面
形
は
円
を
な
さ
ず
方
形
の
角

を
丸
く
落
し
た
形
状
で
あ
る
。

火
輪
の
正
面
に
は
円
内
に
浅
い
彫
り
で
阿
弥
陀
の

種
子
の
キ
リ
ー
ク
を
配
し
て
い
る
。

１
は
、
高
さ
五
〇

・
六

∽
（復
元
高
五
一
・
八
∪

地
輪
下
端
辺
長

一
四

・
三

働
で
、
歪
は
な
い
。
地
輪

は
た
て
に
や
や
長
く
、
上
方
が
や
や
狭
く
な
っ
て
お

り
、
底
面
は
浅
く
く
り
込
ま
れ
て
い
る
。
正
面
に
は
、

「□

□

六
年
」
、

「□
真
存
□
童
女
」
、　
Ｆ
一月

回
日
」
と
塔
銘
が
三
行
に
分
書
さ
れ
て
い
る
。

４
は
、
火
輪
以
上
を
欠
く
が
、
水
輪
ま
で
の
高
さ

二
六

・
四

師
、
地
輪
下
端
辺
長

一
四
・
○

働
で
、
地
、

水
輪
の
形
状
、
法
量
は
前
記
１
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
。
地
輪
正
面
に
は
、
塔
銘
が

「
慶
長
十
二
年
」、

「□
□
正
童
子
」
、

「十
二
月
甘
八
日
」
と
三
行
に

分
刻
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の

一
石
五
輪
塔
は
、
塔
銘
か
ら
し
て
い
ず

れ
も
童
児
の
墓
碑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
中
央
に
戒
名
な
ど
が
刻
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

図
　
妙
像
寺
墓
地
遺
飾
の
概
要

妙
像
寺
は
、
国
史
跡
佐
毘
売
山
神
社
に
近
い
栃
畑

谷
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
裏
山
に
墓
地
が
あ
り
、

各
種
の
石
製
塔
婆
類
が
散
在
し
て
い
る
。

石
塔
物
に
つ
い
て

（７
）

調
査
し
た
の
は
７
の
一
基
で
、
他
の
例
か
ら
し
て

小
形
の
宝
僚
印
塔
の
基
壇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

石
材
は
福
光
石
系
統
の
も
の
で
、
二
段
積
み
の
基
礎

の
上
に
す
え
ら
れ
て
い
た
。
上
部
は
失
わ
れ
て
い
て

不
明
で
あ
る
。
法
量
は
、
下
端
辺
長
三
〇

・
三

師
、

一局
さ
三
〇

・
一
伽
で
、
ほ
ぼ

一
尺
に
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
底
面
に
は
く
り
込
み
が
あ
る
。
歪
は
な
い
。
正

面
中
央
に
は
、
仏
壇
、
厨
子
な
ど
に
よ
く
用
い
ら
れ

る
格
狭
間
を
模
し
た
多
角
形
の
も
の
が
浅
く
堀
り
凹

め
ら
れ
て
い
て
、
更
に
そ
の
中
央
に
地
の
字
を
彫
刻

し
て
い
る
。
こ
の
左
右
に
は
四
行
に
分
け
て

「奉
供

養
石
塔

一
基
」
、

「為
家
翁
宗
仙
禅
定
門
也
」
、
「ｆ

（四
）

時
天
Ｘ
年
八
月
□
□
」
、

「孝
子
敬
白
」
の
塔
銘
を

刻
ん
で
い
る
。
正
面
向

っ
て
右
の
面
に
は
中
央
に
地

の
一
字
が
刻
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
壇
の
上
部
に
は
、

深
い
薬
研
彫
の
刻
線
で
区
別
し
て
、　
一
種
の
反
花
座

が
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
両
隅
と
中
央
に
深
い

薬
研
彫
り
様
の
刻
線
で
複
弁
の
蓮
弁
を
彫
り
出
し
て

い
る
が
、
刻
線
だ
け
の
表
現
で
、
連
弁
の
面
に
は
丸

味
も
な
く
、
形
式
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
反
花
座
の
上
に
は
塔
身
を
受
け
る
方
形
台
状

の
段
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
側
面
に
は
た

て
に
刻
線
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
塔
は
、
塔
銘
か
ら
供
養
塔
と
し
て
造
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

に
　
龍
昌
寺
跡
遺
跡
の
概
要

銀
山
川
沿
い
の
安
養
寺
北
側
の
谷
の
奥
に
あ
り
、

長
い
石
段
を
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
、
幅
四
十

η
、

奥
行
四
十
五

れ
の
境
内
が
広
が
っ
て
い
る
。
曹
洞
宗

で
創
立
は
古
く
応
永
年
間
と
い
い
、
そ
の
後
幾
度
か

銀
山
内
を
移
動
し
た
と
伝
え
る
が
、
昭
和
三
十
年
隣

接
す
る
久
利
町
に
移
転
し
た
。
移
転
が
新
し
い
の
で
、

境
内
に
は
低
い
基
壇
が
完
存
し
て
い
て
、
伽
藍
配
置

な
ど
が
よ
く
わ
か
る
。
裏
山
の
急
な
斜
面
に
は
墓
地

が
広
が
っ
て
い
て
、
境
内
に
近
い
北
東
の
斜
面
に
は

県
史
跡
元
和
三
年

（
一
六

一
七
）
在
銘
宝
燃
印
塔
二

基
や
四
代
官
の
墓
所
が
存
在
し
、
そ
の
奥
に
は
広
い

範
囲
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
宝
僚
印
塔
、
五
輪
塔
、

そ
の
他
の
石
造
物
が
散
在
し
て
い
る
。

石
塔
に
つ
い
て

（３
、
５
、
６
、
８
、
９
、

１０
）

調
査
し
た
の
は
六
基
で
、
石
材
は
い
ず
れ
も
福
光

石
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

６
は
、
妙
像
寺
跡
７
と
同
様
小
形
の
宝
僚
印
塔
の

基
壇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
端
辺
長
二
九
・
八

師
、
高
さ
二
九
・
三

師
で
、
ほ
ぼ

一
尺
に
近
く
つ
く

ら
れ
て
お
り
、
歪
は
な
い
。
底
面
に
は
く
り
込
み
が

あ
る
。
正
面
に
は
、
中
央
に
地
の
字
が
彫
刻
さ
れ
、

両
側
の
端
に
沿
っ
て
三
行
に

「
奉
為
販
真
澗
隻
長
泉

禅
定
門
」
、

「菩
提
者
也
」
、

「
慶
長
二
年
丁
西
九

月
廿
七
日
孝
子
敬
白
」
の
塔
銘
を
分
刻
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
上
部
に
は
反
花
座
が
彫
り
出
さ
れ
て
い

て
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
方
形
台
状
の
段
が
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
た
が
、
形
状
等
は
７
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
。

３
と
５
は
、　
一
石
宝
僚
印
塔
で
、
い
ず
れ
も
相
輪

の
大
部
分
を
失

っ
て
い
る
。
３
は
、
現
高
六
〇

。
○

旬
、
基
壇
下
端
辺
長
二
六

。
五

９
、
基
壇
正
面
の
中

央
や
や
上
方
に
阿
閥
の
種
子
ウ
ー
ン
を
刻
し
、
両
側
の
端

に
そ
っ
て
三
行
に
分
け
て

「
奉
為
販
真
□
□
【控
躍
置

「定
尼
頓
證
□
□
」
、

「慶
長
二
□
丁
□
年
□
□
国

と
塔
銘
を
刻
ん
で
い
る
。
上
部
に
は
反
花
座
が
彫
り

-22-



出
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
塔
身
を
受
け
る
方
形

台
状
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
形
状
な
ど
は
７
、

６
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

５
は
、
現
高
六
三
・
五

師
、
基
壇
下
端
辺
長
二
一

。
八

旬
、
基
壇
正
面
中
央
に
身
の
字
を
彫
刻
し
、
両

側
に

「為
帰
道
源
□
道
本
禅
定
門
也
」
、

「
慶
長
十

七
年
卯
月
十
七
日
」
と
塔
銘
を
分
刻
し
て
い
る
。
基

壇
上
部
に
は
、
塔
身
を
受
け
る
蓮
弁
を
し
い
た
座
が

あ
り
、
ま
た
相
輪
は
蓮
弁
を
葺
き
寄
せ
た
形
の
も
の

で
あ
る
。

８
、
９
、
Ｈ
は

一
石
五
輪
塔
で
あ
る
。

９
は
空
、
風
輪
を
欠
き
、
現
高
四
九
。
二

旬
、
地

輪
下
端
辺
長
二

一
・
Ｏ

伽
で
、
歪
は
な
い
。
底
面
に

は
く
り
込
み
が
あ
る
。
地
輪
正
面
の
上
部
中
央
に
は
、

梵
字
ら
し
き
も
の
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
く
ず
れ
て
い

る
が
地
輪
の
ア
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
水
輪
に
も
刻

字
の
痕
跡
が
あ
る
が
剥
落
し
て
い
て
確
認
で
き
な
い
。

火
輪
に
は

一
部
が
残

っ
て
い
る
が
ラ
と
考
え
ら
れ
る
。

地
輪
の
種
子
の
左
、
右
及
び
下
方
に
は
四
行
に
分
け

て
、

「奉
為
月
隻
浄
明
禅
定
門
也
」
、

「施
主
」
、

「敬
白
」
、

「
子
時
天
正
十
八
年
十
月
廿
七
日
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。

Ｈ
も
空
、
風
輪
を
欠
き
、
現
高
三
八

・
七

旬
、
地

輪
下
端
辺
長

一
四

・
八

伽
で
、
歪
は
な
い
。
底
部
に

は
く
り
込
み
が
あ
る
。
地
輪
は
た
て
長
で
、
上
方
わ

ず
か
に
狭
く
な
っ
て
お
り
、
正
面
に
は
二
行
に
分
け

Ｘ
豊
「』
鋸
真
幼
□
童
子
也
」
、

「
子
時
慶
長
十
六
七

月
□
□
」
の
塔
銘
を
刻
ん
で
い
る
。

８
も
火
輪
以
上
を
欠
き
、
現
高
二
八

・
五

師
、
地

輪
下
端
辺
長

一
七

・
○

釘
、
主
軸
が
わ
ず
か
に
順
い

て
お
り
、
地
輪
の
面
は
二

励
の
ふ
く
ら
み
を
も
つ
。

底
面
に
は
く
り
込
み
が
あ
る
。
地
輪
正
面
中
央
に
は

地
の
字
を
刻
し
、
側
に
よ
せ
て

「
奉
為
月
秋
童
子
也
」

「
天
正
念
日
壬
辰
九
月
廿
三
」
と
塔
銘
を
分
刻
し
て

い
る
。
水
輪
に
は
水
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
あ
げ
た
六
基
の
塔
は
、
塔
銘
か
ら
し
て
い

ず
れ
も
供
養
塔
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
供
養
塔
で
は
、
地
輪
正
面
中
央
に
は
種

子
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
塔
銘
は
両

側
に
刻
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
　
大
龍
寺
跡
遺
跡
の
概
要

山
吹
城
跡
登
山
口
正
面
の
谷
の
奥
に
あ
り
、
谷
奥

の
全
域
を
占
め
て
幅
約
六
Ｏ

η
、
奥
行
約
四
Ｏ

η
の

広
大
な
境
内
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
臨
済
宗
で
、
創

立
は
天
正
年
間
と
い
い
、
明
治
二
十
七
年
益
田
市

ヘ

移
転
し
た
。
移
転
が
古
く
、
伽
藍
配
置
を
示
す
も
の

は
あ
ま
り
残

っ
て
い
な
い
が
、
た
だ
北
側
隅
に
境
内

に
面
し
た
辺
を
高
さ

一
・
二
れ
の
石
垣
で
整
え
た
壇

が
あ
り
、
上
面
に
礎
石
ら
し
き
石
が
点
在
し
て
い
る
。

裏
山
に
は
墓
地
が
あ
り
、
宝
僚
印
塔
な
ど
が
散
在
し

て
い
る
。
壇
の
後
に
は
、
寺
の
墓
地
が
あ
り
、
歴
代

の
住
職
の
無
縫
塔
が
並
ん
で
い
る
。
今
回
調
査
し
た

の
は
そ
の
中
の
開
山
塔
で
あ
る
が
、
他
の
塔
が
か
な

り
い
た
ん
で
い
る
の
に
比
し
て
開
山
塔
は
ほ
と
ん
ど

風
化
も
う
け
て
お
ら
ず
、
後
世
造
立
の
疑
い
も
な
く

は
な
い
が
、
反
花
座
な
ど
の
彫
刻
が
古
式
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
時
造
立
の
も
の
と
考
え
た
い
。

塔
に
つ
い
て

（２
）

こ
の
無
縫
塔
２
は
、
凝
灰
岩
質
の
も
の
で
、
二
段

の
基
礎
の
上
に
す
え
ら
れ
て
、
一局
さ
八
八

・
○

例

（復
元
高
八
九
・
二

師
）
、
方
形
基
壇
下
端
辺
長
三

一
。
○

師
、
約

一
尺
で
あ
る
。
つ
く
り
は
極
め
て
て

い
ね
い
で
あ
る
。
塔
は
上
部
の
塔
身
と
蓮
花
台
、
下

部
の
基
壇
に
分
け
て
、
二
石
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

基
壇
の
面
に
は
六

脚
ほ
ど
の
ふ
く
ら
み
が
あ
る
。
正

面
に
は
、
塔
銘
が
四
行
に
分
け
て
、
中
央
に

「
大
竜

開
山
以
清
泉
大
和
尚
」
、
そ
の
左
右
に

「
天
正
十
壬

午
」
、

「
四
月
十
六
日
」
、
左
端
に

一
段
下
げ
て

「小
師
恵
洪
□
」
と
薬
研
彫
状
に
整

っ
た
書
体
で
分

刻
さ
れ
て
い
る
。
基
壇
上
部
の
反
花
座
や
方
形
台
状

の
段
は
、
手
法
、
形
状
が
６
、
７
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

―-23-―



で
あ
る
。
塔
身
を
安
ず
る
蓮
花
台
は
、
厚
く
彫
り
出

し
た
素
弁
の
も
の
が
二
段
に
葺
か
れ
て
い
て
見
事
で

あ
る
。

３
．

小
小
形

一
石
五
輪
塔

・

小
形
宝
医
印
塔
な
ど
に
つ
い
て

以
上
、
天
正

・
慶
長
期
の
少
数
の
も
の
に
つ
い
て

概
要
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
若
千
の
ま
と
め
を
し
て

み
た
い
。

ま
ず
小
形
の
一
石
五
輪
塔
に
は
、
童
児
の
墓
碑
あ

る
い
は
供
養
塔
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
五
輪
塔
は
、
簡
便
に
、

方
柱
状
の
石
材
を
彫
り
込
ん
で
造
っ
て
お
り
、
そ
の

た
め
上
か
ら
下
ま
で
径
が
あ
ま
り
か
わ
ら
ず
、
落
ち

着
か
な
い
形
状
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た

一
石
の
も
の
も
合
め
た
小
形
の
宝
燃
印
塔
や

無
縫
塔
な
ど
で
、
基
壇
上
部
の
反
花
座
と
そ
の
上
の

塔
身
を
受
け
る
方
形
台
状
の
段
の
彫
刻
に
は
極
め
て

特
徴
的
な
様
式
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。　
一
見
稚

拙
な
感
じ
の
す
る
こ
の
手
法
が
、
こ
の
地
方
の
形
式

で
あ
り
、
当
地
方
に
お
け
る
こ
の
種
の
石
造
物
の
編

年
に
お
い
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蓮
岡
　
法
疇
）
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5.6.龍 昌寺跡、 4徳 善寺赫、 7.妙像寺墓地在銘石塔実測図(2)
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8.9.11龍 昌寺跡、 10.徳 善寺跡在銘石塔実測図 (3)



在銘石塔(1)(番号は実測図の番号と同じ)



在銘石塔(2)(番号は実測図の番号と同じ)
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